
今月の主な内容
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Ｐ2　夏はどこへ行くの！？　海でしょ！！
　　 安心・安全な土肥の海水浴場へＧｏ！
Ｐ3　第2回わたしの伊豆ベジ地満コンテスト

　

Ｐ4　特集　迫りくる地震の備え今できることは
Ｐ6　市民のための消防力の強化を目指して
　　 ～『消防救急の広域化』を進めています～



　伊豆市の食育活動『野菜を食べよう！』の一環として、『野菜と地場産物
を使った料理コンテスト』を開催します。
　入賞作品は、市ホームページへの掲載や健康教室などで活用させていた
だく予定です。賞品も用意していますので、奮ってご応募ください！！

問合せ／健康増進課☎（72）9861

Ｇｏ！

夏
は
ど
こ
へ
行
く
の
!?
　
海
で
し
ょ
!!

 
　
　
安
心
・
安
全
な

  

土
肥
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海
水
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イ
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【海水浴場案内図】

世界にひとつ！あなたのオリジナル料理をお待ちしています！

第 2 回わたしの
伊豆ベジ地

じ ま ん

満コンテスト

■ テーマ『たっぷり 野菜料理』
　応募する野菜料理には、伊豆市の地場産物から１品以
上使ってください。
■ 応募条件
○市内在住または通勤・通学で、最終審査に参加できる
　人（グループでの応募も可）
○低価格で手軽にできるオリジナル料理であること
■ 応募方法
　８月１日（木）から９月２０日（金）までに、所定の
応募用紙に必要事項を記入の上、料理の写真（絵でも可）
と一緒に、持参または郵送してください。
※応募用紙は、健康増進課、各支所に備え置くとともに
　市ホームページからもダウンロードできます。
■ 審査方法・ポイント
○一次審査：書類選考（野菜の使用量 (120 ｇ程度 )、地
　場産物の活用、作りやすさ、コスト、独創性）
○最終審査：審査員による試食審査（食味、見た目、調
　理時間、アピール性など）
　最終審査／１０月１９日 ( 土 )　１０時～
■ 表彰
　応募作品の中から金賞・銀賞・銅賞・特別賞を決定し、
１１月２４日（日）の『This 伊豆 収穫祭』で表彰します。
■ その他
〇応募書類、写真などは返却できません。また、応募作
　品の著作権、所有権は主催者に帰属します。
○最終審査では、一律２，０００円を支給します（食材費）。
○各賞に選ばれた作品は、『広報いず』や市ホームページ
　への掲載、料理教室などで活用します。また、活用用
　途により、若干のアレンジを加えることがあります。
■ 申込み
〒４１０－２４１３　伊豆市小立野３８－２
伊豆市食育推進会議（事務局 伊豆市役所健康増進課内）

あなたの料理が商品になるかも!?　第１回入賞作品は、３月から４
月までの１カ月間、市内７店舗で
商品として販売していただきまし
た。今年も商工会を通じて、協力
店を募る予定です。

第１回入賞作品の商品化協力店（順不同）〇天城ストアー　〇里恵夢リエム
〇大地讃頌ヤマモトフードセンター
〇竹の子かあさんの店〇土肥ペンション　〇野風増　

〇スーパーカドイケ中伊豆店

海水浴を安全に楽しむために

①準備運動は念入りに
　海での水泳は波があるので、非常に体力を消耗しま
す。準備運動を怠ると、海中でけいれんなどを起こし
ておぼれる危険があります。
②遊泳区域で泳ぐ
　遊泳区域以外の場所は、急に深くなったり潮の流れ
が速かったりして危険です。
③海が荒れているときは泳がない
④お酒を飲んだら泳がない
　平衡感覚を失い、事故につながる危険性が高いです。

水
質
が
安
心
安
全

　

土
肥
海
水
浴
場
と
小
土
肥
海
水
浴
場
の

水
質
検
査
が
、
5
月
７
日
（
火
）
に
県
東

部
保
健
所
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
い
ず
れ
の
海
水
浴
場
も
最
高

ラ
ン
ク
の
『
Ａ
Ａ
』
で
し
た
。
ま
た
併
せ

て
、
放
射
性
物
質
の
調
査
も
実
施
し
、
い

ず
れ
の
海
水
浴
場
も
放
射
性
物
質
は
、『
検

出
限
界
未
満
』
で
し
た
。

心
強
い
警
備
が
安
心
安
全

　

７
月
20
日
（
土
）
か
ら
８
月
25
日
（
日
）

ま
で
、
土
肥
海
水
浴
場
と
小
土
肥
海
水
浴

場
に
、
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
所

属
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
備
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
は
、
水
難
救
助
活
動

の
ほ
か
に
も
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、
浜
辺
で
子
ど
も
向
け
の
紙
芝

居
な
ど
で
美
化
活
動
や
事
故
防
止
の
啓
発

を
図
り
ま
す
。

海
水
浴
場
の
ご
案
内

　

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
25
日
（
日
）

ま
で
、
土
肥
海
水
浴
場
と
小
土
肥
海
水
浴

場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
海
水

浴
場
に
も
無
料
の
脱
衣
所
、
シ
ャ
ワ
ー
、

ト
イ
レ
を
完
備
。
快
適
な
海
水
浴
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶
土
肥
海
水
浴
場

　

長
さ
約
７
０
０
ｍ
、
幅
50
ｍ
の
西
海
岸

一
広
い
砂
浜
を
持
つ
海
水
浴
場
。
遠
浅
で

波
が
静
か
な
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
連

れ
で
も
安
心
で
す
。
砂
浜
に
船
の
形
を
し

た
温
泉
『
温
泉
丸
』
が
6
隻
、
近
く
の
松

原
公
園
に
は
『
温
泉
池
』
が
配
置
し
て
あ

り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

❷
小
土
肥
海
水
浴
場

　

白
い
砂
浜
が
自
慢
の
海
水
浴
場
。
す
ぐ

横
に
は
岩
場
も
あ
り
、
磯
遊
び
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
比
較
的
混
雑
し
な
い

の
で
、
地
元
の
人
に
人
気
が
あ
る
海
水
浴

場
で
す
。
一
部
の
波
打
ち
際
が
急
に
深
く

な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
土
肥
支
所
☎
（
98
）
１
１
１
１
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迫
り
く
る
地
震
に
備
え

今
で
き
る
こ
と
は

■
伊
豆
市
の
被
害
想
定

　

各
想
定
対
象
地
震
に
お
け
る
伊
豆
市
の

『
最
大
震
度
』
お
よ
び
、『
最
大
津
波
』
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
人
的
被
害
・
建
物
被
害
最
大
値

　

対
象
地
震
ご
と
の
被
害
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
最
大

数
に
つ
い
て
表
し
た
も
の
が
、
次
の
『
伊

豆
市
の
人
的
被
害
（
最
大
値
）』
お
よ
び

『
伊
豆
市
の
建
物
被
害
（
最
大
数
）』
で
す
。

　

こ
れ
は
、
レ
ベ
ル
２
『
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
』
東
側
ケ
ー
ス
（
冬
・
深
夜
）
を

想
定
し
た
場
合
で
、
第
３
次
被
害
想
定

（
死
者
45
人
）
と
比
較
し
て
、
津
波
に
よ
る

被
害
が
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
で
は
今
秋
に
、『
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被

害
』、『
交
通
施
設
被
害
』、『
産
業
保
安
施

設
被
害
』、『
生
活
支
障
等
』
お
よ
び
『
経

済
被
害
』
な
ど
を
第
二
次
報
告
と
し
て
公

表
予
定
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
以
上
が
経
ち
、
国
お
よ
び
県
は
そ
の
教
訓
を

基
に
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
・
研
究
を
重
ね
、
今
年
５
月
、
国
に
よ
る
『
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
に
つ
い
て
』
最
終
報
告
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
６
月
に
は
、
県
か
ら
『
第
４
次
地
震
被
害
想
定
』
第
一
次
報
告
が
公
表

さ
れ
、
自
然
現
象
、
特
に
東
日
本
大
震
災
を
基
に
し
た
『
津
波
の
被
害
』

を
重
点
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
想
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
そ
れ
ら
の
被
害
想
定
の
解
説
と
と
も
に
、
地
震
か
ら

命
を
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

新
た
な
被
害
想
定
を
受
け

　

今
わ
た
し
た
ち
が
、

　
　

や
る
べ
き
こ
と
は
…
。

　
　

　

第
４
次
被
害
想
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年

来
か
ら
特
に
『
津
波
』
は
相
当
厳
し
い
想

定
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
被
害
想
定
を
見
る
に
『
津
波
』

に
つ
い
て
は
、
本
当
に
厳
し
い
現
実
を
直

視
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
動
に
よ
る
建
物
被
害
、
そ

れ
に
よ
る
人
的
被
害
も
あ
る
程
度
予
想
し

て
い
ま
し
た
が
、
建
物
被
害
に
つ
い
て
は
、

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
』
と
比
べ
る
と
比
較

的
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
被
害
想
定
の
前
提
と
な
る
条
件

な
ど
を
、
具
体
的
に
把
握
し
て
い
く
こ
と

で
、『
被
害
想
定
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、

こ
れ
か
ら
『
や
る
べ
き
こ
と
』、『
今
で
き

る
こ
と
』
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

津
波
対
策
の
着
実
な
実
行

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、『
レ
ベ
ル
１
』
は
『
施

設
で
守
る
』、『
レ
ベ
ル
２
』
は
『
命
を
守

る
』
で
あ
り
、
着
実
に
対
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ソ
フ
ト
面

で
は
、
そ
の
区
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
迷
わ
ず
一
人
一

人
が
速
や
か
に
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
一
人
一
人
が
実
行
可
能
な
対
策

を
、
ど
ん
な
状
況
で
も
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
防
災
計
画
と

訓
練
が
最
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

第
３
次
被
害
想
定
の
成
果
促
進
・
定
着
化

　

第
４
次
被
害
想
定
は
、
現
状
を
『
耐
震

化
率
を
80
％
』、『
家
具
等
の
転
倒
防
止
率

を
70
％
』
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
県
内
で
発
生
し
た
『
震
度

６
レ
ベ
ル
』
の
地
震
被
害
に
お
い
て
一
定

の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。
わ
が
国
で
は
、

想
定
に
か
か
わ
ら
ず
『
震
度
６
レ
ベ
ル
』

の
地
震
は
発
生
し
ま
す
。
家
具
の
固
定
な

ど
の
耐
震
化
は
、
必
ず
効
果
が
あ
り
ま
す
。

『
防
火
』
な
ど
の
対
策
を
含
め
引
き
続
き
耐

震
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
た
な
想
定
へ
の
対
応
準
備

　
『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
』
の
特
性
の
一

つ
に
、『
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
』、『
生
活
支

障
』、『
経
済
被
害
』
な
ど
が
、
大
き
く
か

つ
長
期
間
続
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
豆
市
に
お
い
て
も
救
援
勢
力
が
限
ら

れ
る
中
、
被
災
地
な
ど
か
ら
の
避
難
者
・

観
光
客
の
滞
留
、
流
通
・
経
済
な
ど
へ
の

長
期
的
制
約
等
広
範
な
影
響
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
た

　

防
災
訓
練
の
実
施
、
防
災
意
識
の
向
上

　

訓
練
し
て
い
な
い
こ
と
は
実
行
で
き
ま

せ
ん
。
実
際
に
起
き
る
災
害
は
、
決
し
て

想
定
ど
お
り
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、『
地

震
被
害
想
定
』
は
訓
練
す
る
上
で
の
目
標

と
し
て
は
大
変
意
義
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

訓
練
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
習
性
化

し
、
夜
間
に
災
害
が
発
生
し
て
も
行
動
に

移
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
土
砂
災
害
な
ど
を
は
じ
め
、

い
か
な
る
災
害
に
も
対
応
で
き
る
防
災
力

が
向
上
し
ま
す
。

自
ら
の
命
を
自
ら
守
る
た
め

　
　

防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
!!

　

突
然
の
巨
大
地
震
発
生
か
ら
初
期
の
応

急
対
策
ま
で
の
地
震
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
各
地
区
の
自
主
防
災
会
で
実
施
す

る
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
自
分
の
行
動
や

『
備
え
』
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
９
月
１
日
（
日
）

想
定
／
８
時
30
分
…
地
震
発
生

　

駿
河
ト
ラ
フ
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
に
か
け

て
の
巨
大
地
震
が
、
突
然
発
生
し
、
市
内

で
は
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
を
観
測
。
家

屋
の
倒
壊
、
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
も
被
害
発
生
。

※
地
震
発
生
な
ど
を
同
報
無
線
、
防
災
フ

　

リ
ー
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
と
き
あ
な
た
は
ど
う
す
る
!?

　

～
地
震
発
生
時
の
行
動
パ
タ
ー
ン
～

❶
地
震
発
生
…
○
落
ち
着
い
て
自
分
の
身

を
守
る　

○
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
出

口
を
確
保 

○
火
の
始
末
を
す
ば
や
く

❷
１
～
２
分
経
過
…
○
津
波
や
土
砂
災
害

の
危
険
が
予
想
さ
れ
る
地
域
は
す
ぐ

避
難　

○
火
元
を
確
認　

○
家
族
の

安
全
を
確
認　

○
靴
を
は
く

　
　

○
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

❸
３
分
経
過
…
○
余
震
に
注
意　

○
近
所

の
出
火
を
確
認　

○
災
害
時
要
援
護

者
が
い
る
世
帯
は
積
極
的
に
声
を
掛

け
安
否
確
認

❹
５
分
経
過
…
○
ラ
ジ
オ
で
情
報
収
集　

○
電
話
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い

　
　

○
家
屋
倒
壊
の
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
避
難　

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
ガ

ラ
ス
な
ど
に
注
意

特集
区分　　　　内　　容　　　　　　想定対象地震

　発生頻度は極めて
低いが、発生すれば
甚大な被害をもたら
す、あらゆる可能性
を考慮した最大クラ
スの地震・津波

　発生頻度が比較的
高 く（ 駿 河・ 南 海
トラフでは約 100
～ 150 年に 1 回）、
発生すれば大きな被
害をもたらす地震・
津波

◆駿河・南海トラフ
【M8.0 ～ 8.7】
○東海地震
○東海・東南海地震
○東海・東南海・南海
　地震
◆相模トラフ

【M8.0 程度】
○大正型関東地震

　
　
　
　
レ
ベ
ル
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ベ
ル
２

◆駿河・南海トラフ
【M9 程度】
○南海トラフ巨大地震
◆相模トラフ

【M8.2 程度】
○元禄型関東地震

❖第 4 次被害想定対象地震

田方地区防災・危機管理
対策調整官

佐野 松太郎
❖プロフィール
　元陸上自衛官で、阪神・淡路大震災では、
中隊長として現場の救援活動を指揮。中
越沖地震では、34 連隊（板妻）副連隊長
として派遣部隊を指揮するなど、災害現
場の最前線で活躍。今年４月から伊豆市、
伊豆の国市、函南町の防災・危機管理を
統括する調整官に就任しました。

さの     まつたろう  

❖各想定地震の最大値

駿河・南海トラフ

相模トラフ

震度 6 強

7m

10m

2m

3m

最短 2 分（最大波には 6 分で到達）

最短 4 分（最大波には 6 分で到達）

最短 43 分（最大波も同様）

最短 35 分（最大波には 113 分で到達）

 区　分　　 建物倒壊　　　  津　波　　　山・がけ崩れ

 死　者　　約 10 人　　  約 1,400 人　　  約 10 人

 重傷者　　約 40 人　　  約 10 人　　　    約 10 人

 軽傷者　　約 400 人　   約 20 人　　　    約 10 人

❖伊豆市の人的被害（最大数）

区分　　　 揺　れ　　　　  津　波  　　  山・がけ崩れ

倒壊　  約 400 棟　　   約 1,000 棟 　    約 100 棟

半壊　  約 1,700 棟　   約 100 棟 　　    約 300 棟

❖伊豆市の建物被害（最大数）

レベル 1

レベル 2

レベル 1

レベル 2

 　 想定対象地震　　　　レベル　　　最大震度　    海岸潮位から 50cm を超える時間　  　最大津波



　
消
防
救
急
の
広
域
化
と
は
、１
１
９
番
通
報

を
受
け
、火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
現
場
に
出

動
し
対
応
す
る
消
防
本
部（
消
防
団
を
除
く
）

を
統
合
す
る
も
の
で
す
。　

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
も
、災
害
の
大

規
模
化
や
多
様
化
に
対
応
で
き
る
消
防
救
急

体
制
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、災
害
や
事
故
に
は
、

い
ち
早
く
多
く
の
専
門
的
な
職
員
を
出
動
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、現
在
の
体
制
に
は
、大
規
模
災
害

や
高
齢
化
に
よ
る
救
急
事
案
の
増
加
へ
の
対
応

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に『
消
防
救
急

の
広
域
化
』が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、伊
豆
市
は
、函
南
町
、伊
豆
の
国
市
と

共
同
で
、
一
部
事
務
組
合
で
あ
る『
田
方
地
区

消
防
組
合
』を
組
織
し
て
、消
防
救
急
活
動
を

行
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
消
防
力
の
強
化
を
目
指
し
て
、駿

東
伊
豆
地
区
の
４
市
３
町
を
枠
組
み
と
し
た

駿
東
伊
豆
地
区
消
防
救
急
広
域
化
協
議
会
で

広
域
化
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
の
構
成
市
町
は
、東
伊
豆
町
、伊
東

市
、田
方
地
区
消
防
組
合
構
成
市
町（
函
南
町
、

伊
豆
の
国
市
、伊
豆
市
）、沼
津
市
、清
水
町
の
４

市
３
町
で
す
。

　
　

○
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
化

　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、１
１
９
番
通
報
を
受

信
し
、災
害
な
ど
の
場
所
や
内
容
を
確
認
し
、救

急
隊
や
消
防
隊
への
出
動
指
令
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
化
は
、複
数
の

消
防
本
部
で
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、経
費
の

軽
減
や
、人
員
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

○
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

　現
在
、消
防
救
急
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で

す
が
、電
波
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
平
成
２８
年

５
月
３１
日
ま
で
に
、全
国
の
消
防
本
部
が
デ
ジ

タ
ル
方
式
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
消
防
救
急
の
広
域
化
の
協
議
に
先
行
し
て

平
成
２７
年
度
末
ま
で
に
、消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
方
式
へ
の
移
行
と
、消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

を
共
同
で
整
備
運
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　　
多
様
化
す
る
災
害
な
ど
への
迅
速
な
対
応
に

よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、『
消
防
救

急
の
広
域
化
』を
進
め
て
い
き
ま
す
。

『
消
防
救
急
の
広
域
化
』と
は
？

『
消
防
救
急
の
広
域
化
』の
必
要
性

進
め
て
い
ま
す
！

『
消
防
救
急
の
広
域
化
』

さ
ま
ざ
ま
な『
消
防
救
急
の
広
域
化
』

の
課
題
を
検
討

　火災が発生した場合、１１９番通報を受けた消防本部
が、まず消火活動を行います。火災の規模が大きければ周
辺地域の消防本部に応援を要請しますが、出動には遅れ
が生じてしまいます。
　しかし、消防本部が統合され、広い地域をカバーしてい
れば、最初の通報の段階から、必要な規模の出動をいち
早く行うことができます。

問合せ／地域づくり課☎（７２）９８６７
駿東伊豆地区消防救急広域化協議会ホームページ ： http://suntouizu.jp/

▲消防指令センター

市
民
の
た
め
の

『
消
防
救
急
の
広
域
化
』

市民のための消防力 の強化を目指して！
～『消防救急の広域化』 を進めています～    

市民のための消防力 の強化を目指して！
～『消防救急の広域化』 を進めています～    

こんな　　　　　　　　　が！！

消 防 救 急 の 広 域 化 が実現すると、

メ リ ッ ト
◉ 住民サービスの向上　

【 消防活動にとりかかる体制を強化 】
　消防本部には、実際に災害現場で消防活動を行う仕
事のほかに、事務的な仕事や、１１９番通報を受けて指令
をする仕事などがあります。
　消防の広域化により複数の消防本部が統合されれば、
これらの仕事が効率化され、事務職員や指令員であった
職員を消防隊員として現場で活動させることができます。

◉ 人員配備の効率化と充実
【 現場で活躍する消防隊員を増強 】

沼津市

伊東市

東伊豆町

伊豆市

函南町

伊豆の国市

清水町

統合前

A消防本部

応援要請
連絡連絡

応援要請

B消防本部 C消防本部

統合後統合後

統合された消防本部

連絡連絡

A消防本部

現場へ

B消防本部

AB消防本部

『消防救急の広域化』
の協議を進めている
4市3町はこちら！
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伊豆市ファミリー・サポート・センター
～地域で子育て中の皆さんを応援します～

申込み・問合せ／こども課（72）9870

会員募集中！！

伊豆市ファミリー・サポート・センターとは？
　子育てを援助してほしい人と子育てを援助できる人
が会員になり、地域の中で助け合いながら子育てしてい
く活動です。

こんなときに利用できます！
　幼稚園･保育園などの送り迎えをお願いしたい、保護
者の病気や通院、急な用事などのときに子どもを預かっ
てもらいたい、美容院などの保護者のリフレッシュなど
にも活用できます。
対象者／乳幼児から小学校6年生までのお子さん

会員を募集しています！
　『おねがい会員（援助を受けたい人）』と『まかせて会
員（援助を行いたい人)』を随時募集しています。特別な
資格は必要ありません。
　ただし、『まかせて会員』は、事前に育児に関する講習
を受けていただきます。両方希望する場合は、『どっち
も会員』になることもできます。

活動の流れ

児童扶養手当現況届の提出のお願いと定時支払いのお知らせ
　児童扶養手当を受給されている母子・父子家庭およ
び養育者は、毎年８月に現況届を提出していただくこと
になります。
　現況届は、手当の全部が停止されている人も対象と
なりますので、必ず期日までに提出してください。
　なお、現況届の用紙は対象世帯に郵送します。
受付期日／８月１日（木）～８月３０日（金）
受付場所／こども課または各支所
※児童扶養手当８月定時払（４月～７月分）は、８月９日
　（金）に指定の口座に振り込みます。

その他／ご不明な点などありましたら、お問い合わせく
ださい。
問合せ／こども課 ☎（72）9864

①援
助依
頼の
申し
込み

③『
おま
かせ
会員
』の
紹介

②援助協力の依頼

⑥活動報告書の提出

④事前打ち合わせ

⑤援助活動・利用料金の支払い
『おねがい会員』 『まかせて会員』

活動状況 時間帯
7時～19時
上記以外

終日土・日・祝日
軽度病児保育

平日

円／時間
600
700

700

（子ども一人当たり）利用料金

※育児に必要な物は『おねがい会員』の準備となります。
※食事、おやつの提供時は実費となります。

『２０１３ＵＳ視覚障害者国際選手権大会』
　　　　　　　　女子柔道４８㎏級に出場！！

伊
豆
市
の
輝
く
ア
ス
リ
ー
ト
！

土
屋 
美
奈
子
さ
ん（
大
平
在
住
） 

困ったわ…
まかせて！！

大
会
速
報
！

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
績
！

　
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
修
善
寺
柔
道
会

に
所
属
し
て
い
る
土
屋
さ
ん
は
、毎
週

水・金
曜
日
の
夜
と
第
２・３
土
曜
日
の

昼
、修
善
寺
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
で
会

員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
先
生
か
ら
た
く

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
」と
話

す
土
屋
さ
ん
。練
習
を
拝
見
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を

真
剣
に
聞
き
、そ
れ
に
応
え
る
土
屋
さ

ん
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
の
目
標
は
、「
初
戦
、

い
つ
も
緊
張
し
て
動
き
が
悪
い
の
で
、初

戦
を
特
に
注
意
し
て
、一
試
合
一
試

合
、思
い
を
込
め
て
戦
い
た
い
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
得
意
技
は『
払
い
腰
』。練
習
で
は
、

男
性
相
手
に
投
げ
技
を
何
度
も
練
習

す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、減
量
の
た
め
、

ほ
ぼ
毎
日
狩
野
ド
ー
ム
に
通
い
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
って
い
ま
す
。

　
最
後
に
大
会
が
終
わ
っ
て
ま
ず
し
た

い
こ
と
は
？
と
尋
ね
る
と「
温
泉
ま
ん

じ
ゅ
う
が
食
べ
た
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

減
量
の
大
変
さ
を
知
る
と
と
も
に
、土

屋
さ
ん
の
人
柄
が
垣
間
見
え
る
そ
ん
な

コ
メ
ン
ト
で
し
た
。

○
平
成
１９
年（
２
０
０
７
年
）　

　
世
界
選
手
権（
ブ
ラ
ジ
ル
）

　
５２
㎏
級…

５
位

○
平
成
２０
年（
２
０
０
８
年
）　

　
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
５２
㎏
級…

５
位

○
平
成
２１
年（
２
０
０
９
年
）　

　
ユ
ー
ス
世
界
大
会（
ハン
ガ
リ
ー
）

　
５２・５７
㎏
合
同
級…

２
位

○
平
成
２３
年（
２
０
１
１
年
）　

　
世
界
大
会（
ト
ル
コ
）５７
㎏
級…

７
位

　
現
地
時
間
の
７
月
１４
日
に
ア
メ
リ
カ
コ

ロ
ラ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
開
催
さ
れ
た
同

大
会
に
出
場
し
た
選
手
は
、土
屋
さ
ん
と

ブ
ラ
ジ
ル
の
選
手
の
２
人
。そ
の
相
手
と
３

回
勝
負
を
し
、順
位
を
決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、惜
し
く
も
敗
れ
、２
位
と

い
う
結
果
で
し
た
。相
手
と
の
実
力
差
を

感
じ
た
と
と
も
に
、今
回
の
大
会
で
課
題

が
見
つ
か
っ
た
と
話
す
土
屋
さ
ん
。　

　
課
題
の
克
服
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
み
ま
す
。

大
会
を
前
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

アドバイザー
（こども課）
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▲安全祈願をする鈴木副会長（管工事工業会）

 

第
6
回
伊
豆
市
水
神
祭

水
道
の
安
定
供
給
や
安
全
工
事
を
祈
願

　

6
月
6
日（
木
）、第
55
回
水
道
週
間
に
伴
い
、伊
豆

市
管
工
事
工
業
会
が
修
善
寺
中
里
配
水
池
で
水
神
祭

を
行
い
ま
し
た
。

　

水
神
祭
に
は
、市
長
、市
議
会
、地
元
区
長
、管
工
事

工
業
会
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、神
事
に
よ
り

水
道
の
安
定
供
給
や
水
道
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。神
事
終
了
後
に
は
、鈴
木
博ひ
ろ
よ
し美
副
会
長
が「
今

後
も
安
心
・
安
全
・
安
定
の
水
道
供
給
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

伊
豆
か
ら
世
界
へ
！

『
リ
ト
ル
侍
ジ
ャ
パ
ン
』
に
選
出
！

▲大会での活躍を誓い、市長と固い握手を交わす水口さん

海
の
安
全
と
集
客
を
祈
願

▲夏の始まりを告げるにぎやかなテープカット

　

7
月
1
日
（
月
）
、土
肥
屋
形
海
岸
で
海
開
き
式

（
観
光
協
会
土
肥
支
部
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、行
政
、市
議
会
、観
光
関
係
者
、警
察
、

消
防
、ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
、神

事
に
よ
る
海
水
浴
場
の
安
全
祈
願
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
土
肥

こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
が
、色
と
り
ど
り
の
風
船
を

大
空
に
放
ち
、に
ぎ
や
か
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
5
日（
金
）、修
善
寺
中
学
校
3
年
生
の
水
口

弥わ
た
るさ
ん
が
、7
月
26
日
か
ら
8
月
4
日
ま
で
ア
メ
リ
カ

で
開
催
さ
れ
る『
２
０
１
３
Ｍ
Ｃ
Ｙ
Ｓ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
』の
日
本
代
表
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、市
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

『
伊
豆
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
』に
所
属
す
る
水
口
さ
ん
。一

般
財
団
法
人
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
中
学
硬
式
野
球
協

会
は
、日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
を
全
国
約
2
万
人
の

中
か
ら
選
出
し
、そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
水
口

選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

夏
本
番
を
前
に
！
海
開
き
式

▲買い物終わりのお客様に資料などを配布しました

食
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

『
食
育
月
間
』、『
食
育
の
日
』に
合
わ
せ
て

　

6
月
19
日（
水
）に
、Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国『
農
の
駅
』と

『
ス
ー
パ
ー
カ
ド
イ
ケ
中
伊
豆
店
』の
店
頭
で
県
職
員
、

食
育
推
進
関
係
会
議
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
市
主
催

の
食
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、地
場
野
菜
の
レ
シ
ピ
冊
子
、食
育

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
を
配
布
し
、「
野
菜
を

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
！
」、「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ

う
！
」と
来
店
客
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。「
家
庭
菜
園
で

お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。」と
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
に
話
し
掛
け
る
人
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

▲署名した協定書を交換する櫻田代表取締役と市長

Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
開
局
！

市
と
災
害
協
定
を
締
結

　

6
月
２８
日（
金
）12
時
、市
内
を
放
送
エ
リ
ア
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局『
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
み
ら
い

ず
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
周
波
数
87
・
2
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）が

開
局
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、放
送
開
始
後
す
ぐ
に
、市
と
同
局
が
災
害

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。災
害
発
生
時
に
は
、地
域
の

き
め
細
や
か
な
情
報
を
、通
常
放
送
で
は
、市
内
の
ス

テ
キ
な
情
報
を
楽
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

地
域
密
着
の
放
送
局
！
ぜ
ひ
、お
聞
き
く
だ
さ
い
。

6
月
17
日（
月
）、天
城
小
学
校
全
児
童
を
対
象
と

し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
避
難
訓
練
は
、本
校
舎
裏
山
で
土
砂
崩
れ
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、土
砂
災
害
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、ま
ず
は
高
い
場
所（
校
舎
2
・
3
階
）に

初
期
避
難
し
、土
砂
の
動
き
が
収
ま
っ
た
後
に
、狩
野

ド
ー
ム
へ
移
動
す
る
も
の
で
し
た
。最
後
に
保
護
者
へ

の
引
き
渡
し
も
行
わ
れ
、保
護
者
も
避
難
訓
練
に
参
加

し
て
お
子
さ
ん
を
引
き
取
り
、各
家
庭
に
帰
り
ま
し
た
。

天
城
小
学
校
で
避
難
訓
練

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
、し
っ
か
り
訓
練 ▲校舎から狩野グラウンドへ避難する児童たち



　
本
校
は
5
年
前
か
ら
、地
域
に

開
か
れ
た
学
校
、地
域
が
支
え
る

地
域
の
中
の
学
校
を
目
指
し
、Ｃ

Ｓ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）推

進
事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、Ｃ
Ｓ
推
進
委
員

を
学
区
住
民
お
よ
び
保
護
者
代

表
か
ら
選
出
し
、定
期
的
に
委
員

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。委
員
会

で
は
、学
校
の
情
報
や
現
状
を
公

開
す
る
と
と
も
に
、委
員
か
ら
は

市
民
の
学

校
に
対
す

る
願
い
や

提
言
、
地

域
学
習
の

題
材
や
情

報
を
多
く

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
『
南
っ
子
サ
ポ
ー

タ
ー
』の
活
動
が
、年
々
充
実
し
て

い
ま
す
。『
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
』、

『
登
下
校
み
ま
も
り
隊
』、『
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』、『
お
た
す
け

隊
』の
各
メ
ン
バ
ー
は
、毎
年
少
し

ず
つ
組
織
を
拡
大
し
、定
期
的
あ

る
い
は
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
来

　
本
校
は
5
年
前
か
ら
、地
域
に

開
か
れ
た
学
校
、地
域
が
支
え
る

地
域
の
中
の
学
校
を
目
指
し
、Ｃ

Ｓ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）推

進
事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、Ｃ
Ｓ
推
進
委
員

を
学
区
住
民
お
よ
び
保
護
者
代

表
か
ら
選
出
し
、定
期
的
に
委
員

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。委
員
会

で
は
、学
校
の
情
報
や
現
状
を
公

開
す
る
と
と
も
に
、委
員
か
ら
は

市
民
の
学

校
に
対
す

る
願
い
や

提
言
、
地

域
学
習
の

題
材
や
情

報
を
多
く

い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
『
南
っ
子
サ
ポ
ー

タ
ー
』の
活
動
が
、年
々
充
実
し
て

い
ま
す
。『
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
』、

『
登
下
校
み
ま
も
り
隊
』、『
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』、『
お
た
す
け

隊
』の
各
メ
ン
バ
ー
は
、毎
年
少
し

ず
つ
組
織
を
拡
大
し
、定
期
的
あ

る
い
は
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
来

校
し
、子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
こ
の
連
載
で
何
度
か
取
り
上
げ
て

き
た
架
空
請
求
詐
欺
が
、再
び
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
手
口
は
、ま
す
ま
す
巧
妙
に

な
り『
未
公
開
株
購
入
詐
欺
』の
被

害
者
に
対
す
る
買
い
取
り
勧
誘
、警

察
庁
、財
務
省
、国
税
庁
、厚
労
省
を

か
た
る
も
の
な
ど
主
に
電
話
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
金
銭
の
支
払
い

を
請
求
す
る
手
口
や
、警
察
庁
の
サ

イ
バ
ー
ポ
リ
ス
担
当
者
を
装
っ
た
メ

ー
ル
を
送
信
し
金
銭
の
請
求
を
行

う
手
口
な
ど
、実
に
多
種
多
様
で

す
。ま
た
、現
実
に
集
金
に
来
る
な

ど
大
胆
不
敵
な
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
直
ち
に
金
銭
の

請
求
を
行
う
電
話
や
メ
ー
ル
は
不
審

な
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
、親
族
や
消

費
者
セ
ン
タ
ー
、市
役
所
な
ど
に
相
談

し
て
支
払
わ
な
い
」と
い
う
ワ
ン
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
置
く
こ
と
が
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
最
善
の
方
法
で
す
。

司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

架空請求詐欺がまた増えています!

●
安
全
で
安
心
な
夏
休
み
を

　
夏
休
み
に
入
る
と
、子
ど
も
た

ち
は
自
由
な
時
間
が
増
え
開
放
的

な
気
分
に
な
り
ま
す
。ま
た
一
人
で

行
動
す
る
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
は
、い
つ・ど
ん
な
場
所
で

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。子

ど
も
自
身
が
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
と
同
時
に
、地
域
の
皆
さ
ん
の

『
大
人
の
目
』で
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
大
仁
署
管
内
の
不
審
者
事
案
】　

声
掛
け
事
案
①

　
６
月
初
旬
、伊
豆
の
国
市
内
の
ス

ー
パ
ー
店
舗
内
で
一
人
で
商
品
を

見
て
い
た
児
童
に
対
し
、男
が「
お

い
で
、お
い
で
」と
声
を
掛
け
て
き
た
。

声
掛
け
事
案
②

　
６
月
中
旬
、伊
豆
の
国
市
内
で

自
転
車
で
帰
宅
途
中
の
女
子
学
生

が
、対
向
し
て
来
た
車
の
男
に「
パ

ン
ツ
見
せ
ろ
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

　
１
月
か
ら
６
月
末
ま
で
の
不
審

者
事
案
は
、15
件
発
生
し
ま
し
た

が
、幸
い
に
も
実
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。犯
罪
の
抑
止
に
最
も
効

果
が
あ
る
の
は『
人
の
目
』で
す
。

夏
休
み
期
間
中
は
、意
識
的
に
子

ど
も
た
ち
に
目
を
注
ぎ
不
審
者
や

不
審
な
車
両
を
見
掛
け
た
と
き
は
、

必
ず
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●『
エ
ス
ピ
ー
く
ん
安
心
メ
ー
ル
』

　の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　
静
岡
県
警
で
は
、子
ど
も
や
女
性

に
対
す
る
声
掛
け
な
ど
の
不
審
者
情

報
や
、振
り
込
め
詐
欺

の
発
生
件
数
な
ど
身

近
な
犯
罪
発
生
情
報

を
、携
帯
電
話
な
ど
に

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す

る
サ
ー
ビ
ス『
エ
ス
ピ

ー
く
ん
安
心
メ
ー
ル
』

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
登
録
は
、次
の『
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
』な

ど
か
ら
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
詳
細

は
、県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
A
B
C
D
の
原
則
』を
目
標
に

A・・・当
た
り
前
の
こ
と
を

B・・・ば
か
に
し
な
い
で

C・・・ち
ゃ
ん
と
や
れ
る
人
が

D・・・で
き
る
人

　
こ
れ
は
今
年
度
、始
業
式
で
の
学

校
長
の
言
葉
で
す
。今
年
１
年
こ
の

原
則
を
思
い
出
し
な
が
ら
、目
標
に

向
か
っ
て
生
活
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
の
お
話
で
し
た
。

　
中
伊
豆
中
の
校
訓
は
、『
努
力
は

必
ず
報
わ
れ
る
』で
す
。当
た
り
前

の
活
動
と
し
て
、『
無
言
清
掃
』、『
さ

わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
』、『
時
間
を

守
る
』、『
部
活
動
で
の
挑
戦
』、『
響

き
合
う
合
唱
』、『
積
極
的
な
挙
手

発
表
』と
、６
つ
の
誇
り
づ
く
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
が
ま
も
な
く
完
成
!! 

　
昨
年
７
月
か
ら
新
築
建
て
替
え

工
事
を
行
っ
て
い
る
体
育
館
が
、８

月
29
日（
木
）に
落
成
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
、全
校
集
会
、体
育

館・生
徒
行
事
な
ど
は
中
央
公
民
館

ま
で
移
動
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
バ
レ
ー
部
は
、中
伊
豆
小
学
校

の
体
育
館
を
借
り
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、２
学
期
の
始
業

式
か
ら
は
新
築
の
体
育
館
が
使
え

ま
す
!!
全
校
生
徒
は
首
を
長
く
し

て
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
落
成
式
に
は
、午
前
中
に
市
の
式

典
、午
後
か

ら
記
念
行
事

と
し
て
、静

岡
県
警
察
音

楽
隊
に
よ
る

演
奏
を
行
い

ま
す
。ど
う

ぞ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　地
域
の
学
校

地
域
の
皆
さ
ん
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　地
域
の
学
校

地
域
の
皆
さ
ん
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　地
域
の
学
校

▲推進委員会の様子

『
当
た
り
前
』
の
こ
と
が
し
っ
か
り

　

 

で
き
る
生
徒
・
学
校
を
目
指
し
て

『
当
た
り
前
』
の
こ
と
が
し
っ
か
り

　

 

で
き
る
生
徒
・
学
校
を
目
指
し
て

『
当
た
り
前
』
の
こ
と
が
し
っ
か
り

　

 

で
き
る
生
徒
・
学
校
を
目
指
し
て

修善寺南
小学校

中伊豆
中学校

地
祭
り
の
神
降
り
来
る
旱
時
雨
　
　
　
　
安
藤
　
治
（
西
平
）

江
戸
切
子
二
つ
並
べ
て
心
太
　
　
　
　
　
城
所
　
　
江
（
吉
奈
）

行
儀
よ
く
並
び
餌
を
待
つ
燕
の
子
　
　
　
杉
山
　
と
く
（
宿
）

新
樹
光
集
め
て
高
き
狩
野
城
址
　
　
　
　
飯
塚
　
清
子
（
本
柿
木
）

夏
料
理
一
際
映
え
る
江
戸
切
子
　
　
　
　
城
所
　
八
代
（
吉
奈
）

癌
を
告
げ
友
は
つ
る
り
と
心
太
　
　
　
　
今
村
　
静
子
（
松
ケ
瀬
）
　

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

日
女

▲サポーター『赤ペン先生』の活動▲図書館ボランティアによる『お話会』

▲伝統の交通安全ボランティア

▲新しい体育館がもうすぐ完成

▲『いかのおすし』を紙芝居で紹介（狩野幼稚園防犯教室）

ひ
で
り

2013 . 813 2013 . 8 12



●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～伝えてなきゃいけない『食』の大事さ～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 ４人分 》

◆園目標 　みんなにこにこ元気な子
◆重点目標　 か んじよう・かんがえよう
　　　　　　 の びのびあそぼう
　　　　　　 つ ながろう
                   こ とばにだそう
　　　　　　

①水菜は、３～４cmの長さ
に切る。
②パプリカは、縦に薄切り
にする。
③ツナ缶は、軽く汁気を切
る。
④ボウルにカッテージチー
ズ、Aとツナ缶を加えて
混ぜる。
⑤④に水菜、パプリカを入
れてよく混ぜ、器に盛る。

◆カッテージチーズ…40g
◆水菜……………… 100g
◆パプリカ（赤・黄）
　　　　　 ………各1/6個
◆ツナ缶（スープ煮）20g
◆【Ａ】
　　◇マヨネーズ30g
　　◇ヨーグルト（無糖）
　　　　　………大さじ１
　　◇すりごま…大さじ１
　　◇塩  ……………少々
　　◇白こしょう  …少々

　
狩
野
幼
稚
園
は
、３
歳
児
２３
人
、４
歳
児
１８
人
、５
歳
児
１９

人
計
６０
人
で
園
児
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、幼
稚
園
生
活
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
、『
か
の
っ
こ
』を
合
言
葉
に
、日
々
の
保
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

☆
か
ん
じ
よ
う
・
か
ん
が
え
よ
う
☆

　
遊
び
の
中
か
ら
、不
思
議
に
思
っ
た
り
、発
見
し
た
り
、と

い
う『
気
付
き
』を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

☆
の
び
の
び
あ
そ
ぼ
う
☆

　
自
分
の
好
き
な
遊
び
を
見
つ

け
て
、思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
ま
す
。そ
の
中
で
、友
達
と

一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

☆
つ
な
が
ろ
う
☆

　
園
児
の
家
族
や
地
域
の
皆
さ

ん
、他
園
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。鮎
の
放
流

に
は
、民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の『
か
の
っ

こ
ま
つ
り
』に
は
、地

域
の
皆
さ
ん
が
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

楽
し
い
夏
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。秋
に

は
天
城
地
区
３
園
の

交
流
も
計
画
し
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

☆
こ
と
ば
に
だ
そ
う
☆

　
必
要
な
言
葉
や
、自
分
の
思
い
を
言
葉
に
出
す
こ
と
で
、

相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、相
手
に
も
思
い
が
あ
る
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
み
ん
な
に
こ
に
こ
元
気
な『
か
の
っ
こ
』に
な
る
よ
う
に
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
狩
野
幼
稚
園
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

狩野幼稚園狩野幼稚園

◇エネルギー…91kcal　◇カルシウム…88mg
◇たんぱく質…3.7g　◇脂質…7.2g　◇食塩相当量…0.4ｇ

さ
わ
や
か
な
味
わ
い
！

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
サ
ラ
ダ

さ
わ
や
か
な
味
わ
い
！

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
サ
ラ
ダ

　健全な食生活が送れるよう、10項目ある食生活指針を読み解い
て、孫たちと一緒に料理をして食事を楽しみ、バランスの良い食生活
を心掛けたいと思います。健康を維持し、生き生きと暮らせるように
するためには、何よりも『食』が大事だということを孫たちに伝えて
いきたいです。
　　　　　　　　　　　伊豆市食育推進会議委員　鈴木晴美（冷川）

▲「大きくなってね」 ▲「水あそび・泥あそび楽しいよ！」

益
山
寺
の『
大
楓
』と『
大
銀
杏
』

　『
大
楓
』は
、県
指
定
天
然
記
念
物
で
樹
齢

約
９
０
０
年
の
県
下
最
大
の『
イ
ロハ
カ
エ
デ
』

で
す
。木
肌
は
美
し
く
、盛
り
上
が
っ
た
多
く

の
コ
ブ
は
、永
い
間
、風
雪
に
耐
え
た
歴
史
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。『
大
銀
杏
』は
、市

指
定
天
然
記
念
物
で
、樹
皮
が
乳
房
の
よ
う

に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、母
乳
に
悩

む
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
秋
に
は
、こ
の
銀
杏
の
黄
色
と
、隣
接
す
る

楓
の
紅
色
が
周
囲
の
緑
と
調
和
し
、訪
れ
る

人
々
を
魅
了
し
て
く
れ
ま
す
。

地
蔵
ヶ
平
の『
ス
ダ
ジ
イ
』

　
筏
場
の
冷
小
川
沿
い
の
林
道
を
８
０
０ｍ
ほ

ど
行
っ
た
左
側
の
が
け
上
に
位
置
す
る
市
指

定
天
然
記
念
物
の『
シ
イ
ノ
キ
』で
す
。樹
齢

は
千
年
を
超
え
て
い
る
と
思
わ
れ
、こ
の
種
で

幹
周
り
１０ｍ
を
超
え
る
も
の
は
珍
し
く
、こ
け

む
し
た
太
い
幹
は
奇
妙
な
樹
形
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
、こ
の
辺
り
は
地
蔵
ヶ
平
と
い
わ
れ
、

古
木
の
下
に
は
地
蔵
尊
が
祭
ら
れ
、昔
か
ら

筏
場
と
湯
ケ
島
を
行
き
交
う
旅
人
の
安
全

を
見
守
って
き
ま
し
た
。

土
肥
神
社
の
ク
ス
ノ
キ

　
土
肥
神
社
の
社
殿
の
前
に
、根
元
付
近
か

ら
大
き
く
枝
を
広
げ
た
樹
齢
千
年
以
上
と
い

う『
ク
ス
ノ
キ
』が
あ
り
ま
す
。昔
の
人
は
、巨

木
は
神
様
が
伝
っ
て
降
り
て
く
る
は
し
ご
、あ

る
い
は『
道
』と
考
え
神
聖
視
し
た
よ
う
で

す
。

　
こ
の『
ク
ス
ノ
キ
』に
は
そ
ん
な
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
神
社
の
境
内
に
は

縁
結
び
や
夫
婦
和
合
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い

う
奇
木
が
あ
り
、こ
ち
ら
も
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。

修
禅
寺
の『
カ
ツ
ラ
』

　
樹
齢
千
年
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
県
指
定

天
然
記
念
物
の『
カ
ツ
ラ
』で
、修
禅
寺
奥
の

院
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。

　
伝
説
に
よ
る
と
弘
法
大
師
が
中
国
か
ら
持

ち
帰
っ
た
カ
ツ
ラ
の
枝
を
杖
に
し
て
、薬
草
を

採
取
し
て
い
た
際
に
挿
し
た
も
の
が
根
付
き
、

今
日
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。『
カ
ツ
ラ
』の
根
元
に
大
師
の
石
像
を
祭

っ
て
い
る
た
め
、『
カ
ツ
ラ
大
師
』と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

お
お
か
え
で

お
お
い
ち
ょ
う

　
日
本
人
に
と
っ
て
巨
木
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
、ま
た
古
く
よ
り
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
と

密
接
な
関
係
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、『
木
霊（
こ
だ
ま
）』と
書
く
文
字
の
と
お
り
、私
た
ち
に
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
そ
ん
な
力
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、そ
ん
な『
想
い
』に
さ
せ
て
く
れ
る
市
内
の
巨
木
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎（
72
）９
９
１
１

巨
木
・
名
木
探
訪
①
！

　
　

  

〜
巨
木
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
あ
わ
せ
市
内
の
巨
木
・
名
木
を
紹
介
〜

第26回巨木を語ろう
全国フォーラム静岡in伊豆
11月15日（金）～17日（日）開催

2013 . 815 2013 . 8 14



検
診
会
場
／
下
記
の
『
検
診
会
場

一
覧
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
、

ク
ー
ポ
ン
券
（
対
象
者
に
送
付
済

み
）、
自
己
負
担
金

注
意
事
項
／

〇
集
団
検
診
の
予
約
は
、
今
年
度

　

か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。
検
診
内

　

容
を
確
認
の
上
、
直
接
会
場
へ

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
骨
密
度
検
診
は
、
下
記
の
４
会

　

場
で
、
午
後
の
み
の
受
け
付
け
・

　

実
施
と
な
り
ま
す
。

〇
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
が
、

　

午
前
中
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、

　

午
後
の
受
け
付
け
に
な
る
可
能

　

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

〇
各
検
診
の
問
診
票
は
、
会
場
で

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
必
要

　

に
応
じ
て
眼
鏡
な
ど
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

〇
検
診
費
用
の
補
助
対
象
で
、
個

別
検
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

受
診
を
希
望
す
る
市
の
委
託
医

療
機
関
に
予
約
の
上
、
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
個
別

検
診
の
実
施
期
間
は
12
月
末
ま

で
で
す
。

〇
補
助
対
象
以
外
の
人
（
健
診
カ

　

ー
ド
の
受
診
資
格
が
『
★
』
の

　

人
）
も
、
実
費
に
よ
り
集
団
検

　

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
会
場
で
そ
の

　

旨
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 大事にしています か？ご自分の体
伊豆市から大切なあなたへ 健康情報をお届けします

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ／健康増進課☎（72）9861

『
健
康
と 

思
う
今
こ
そ 

が
ん
検
診
』

検
診
車
巡
回
に
よ
る

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
骨
密
度
検
診

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
骨
密
度
の
集
団
検
診
を
、
８
月
か
ら

市
内
６
カ
所
の
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
に
郵
送
し
ま
し
た
『
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
』
の
受
診

資
格
に
、『
○
』
ま
た
は
『
□
』
が
付
い
て
い
る
人
は
、
今
年
度
、

検
診
費
用
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
に
表
示

さ
れ
た
自
己
負
担
金
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　　　 日程 　　　　　　　会場 　　　　マンモ 　エコー　 骨密度 　　　  受付時間

　8 月 23 日（金）　　生きいきプラザ　　　　　 〇　　　×　　　 〇　　　　　　　　

　8 月 26 日（月）　　中伊豆ふれあいプラザ　　 〇　　　×　　　 〇　　　　　

　9 月　2 日（月）　　生きいきプラザ　　　　　 〇　　　〇　　　 ×　　　　　

　9 月　7 日（土）　　生きいきプラザ　　　　　 〇　　　×　　　 ×　　　　　9 時～ 11 時、

　9 月 13 日（金）　　天城湯ケ島支所　　　　　 〇　　　〇　　　 〇　　　　 13 時～ 14 時 30 分

　9 月 17 日（火）　　土肥支所　　　　　　　 　〇　　　〇　　　 〇　　　　 ※骨密度検診は午後のみ

　9 月 24 日（火）　　中伊豆交流センター　　　 〇　　　〇　　　 ×　　　　    （13 時～ 14 時 30 分）

 10 月　1 日（火）　　生きいきプラザ　　　　　 〇　　　×　　　 × 

 10 月　4 日（金）　　天城湯ケ島支所　　　　　 〇　　　〇　　　 × 

 10 月 21 日（月）　　丸山スポーツ公園　　　　 〇　　　〇　　　 ×　　　　　9 時～ 11 時

 　　　　　　　土肥支所　　　　　　　　 〇　　　〇　　　 ×　　　　 13 時～ 14 時 30 分

 
11 月　9 日（土）　　生きいきプラザ　　　　　 〇　　　〇　　　 ×

　　　　　9 時～ 11 時、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  13 時～ 14 時 30 分

≪検診会場一覧≫　※子宮頸がん・乳がん（視触診・マンモグラフィ検査）検診は全会場で受診できます。（人数）20

16

12

8

4

0

（食塩摂取量）0 ～ 2　～ 4　～ 6　～ 8　～ 10　～ 12　～ 14　～ 16　～ 18　～ 20　～ 22（単位：ｇ )

【表 1】 24 時間畜尿調査による推定食塩摂取量（1 日当たり・参加者男女）

…男性
…女性

男女食塩摂取量割合
◆男性
　● 6g 以上…79.4%
　● 6g 未満…20.6％
◆女性
　● 6g 以上…83.3%
　● 6g 未満…16.7％

■ CKD 重症度分類

①
15.7％

命
に
か
か
わ
る
重
大
な

危
険
因
子
に
な
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
重
症
化
す
る
と
人

工
透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の

重
大
な
危
険
因
子
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
周
知
啓
発
・

予
防
の
た
め
に
教
室
を
開
催

　

市
で
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
や
新
た
に
人

工
透
析
に
な
る
人
を
減
ら
す
た

め
、
市
内
４
会
場
で
合
計
８
日
間
、

『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
教
室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
平
成
24
年
度
特
定

健
診
の
結
果
、
腎
機
能
低
下
が
心

配
さ
れ
る
人
や
、
主
治
医
に
勧
め

ら
れ
た
人
な
ど
延
べ
２
６
３
人
が

参
加
。
静
岡
県
立
大
学
の
熊
谷
裕

通
教
授
（
日
本
腎
臓
学
会
認
定
専

門
医
）
か
ら
『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
ど
う

い
う
病
気
な
の
か
』、
円
谷
由
子
講

師
（
管
理
栄
養
士
）
か
ら
『
Ｃ
Ｋ

Ｄ
重
症
化
予
防
の
た
め
の
食
事
』

に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、
好
評
で

し
た
。

講
義
だ
け
で
な
く

参
加
者
の
生
活
習
慣
も
チ
ェ
ッ
ク

　

ま
た
希
望
者
に
は
、
24
時
間
蓄

尿
検
査
（
正
確
な
食
塩
や
た
ん
ぱ

く
質
な
ど
の
摂
取
量
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
）
や
食
事
調
査
も
行
い
、

専
門
医
の
助
言
を
添
え
て
、
個
別

に
結
果
を
お
返
し
し
ま
し
た
。

　

受
検
し
た
１
０
８
人
（
男
性
42

人
、
女
性
66
人
）
の
う
ち
、
蓄
尿

不
完
全
者
を
除
く
94
人
（
男
性
34

人
、
女
性
60
人
）
の
1
日
の
推
定

食
塩
摂
取
量
は
、
次
の
表
１
の
と

お
り
で
し
た
。

　

健
康
な
人
の
１
日
の
食
塩
摂
取

量
は
、
男
性
９
ｇ
未
満
、
女
性
７
・

５
ｇ
未
満
が
望
ま
し
く
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

の
人
で
は
６
ｇ
未
満
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
男
女
と
も
８
割

は
１
日
６
ｇ
以
上
の
食
塩
を
摂
取

し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
に
は
、
特
に
減
塩
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

教
室
参
加
者
の
う
ち
、
健
診
結

果
や
蓄
尿
結
果
か
ら
、
た
ん
ぱ
く

尿
と
『e-GFR

』
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
た
１
１
５
人
を
対
象
に
Ｃ

Ｋ
Ｄ
の
重
症
度
を
分
類
し
ま
し
た
。

　

①
→
②
→
③
→
④
の
順
に
重
症

度
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

食
生
活
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
重
症
化
を
防
止
で
き
る
②
の

人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

禁
煙
、
減
塩
、
肥
満
改
善
が

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
予
防
す
る
！

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
・
治
療
に
は
、

食
生
活
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
が
大
変
重
要
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は

慢
性
的
な
進
行
を
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
、
必
ず
特
定
健

診
を
受
け
経
過
を
見
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
市
で
は
、
今
年
度
も
来
年

1
月
以
降
に
、『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
教
室
』
を

開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

今
、
成
人
の
約
８
人
に
１
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
と
推
測
さ
れ
、

新
た
な
国
民
病
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
特
定
健
診
か
ら
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
を

目
的
に
、
検
査
項
目
に
『e-GFR

』（
※
１
）
を
追
加
。
60
未
満
は

要
注
意
、
50
未
満
は
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必
要
で
す
。
ご
自

分
の
健
診
結
果
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
※
１
）
腎
臓
が
老
廃
物
を
ろ
過
し
て
尿
を
作
り
出
せ
る
能
力
を
示
す
値

知
っ
て
防
ご
う
！

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
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②
62.6％

③
10.4％

④
11.3％



皆さんの声を聞かせてください

～地区懇談会開催のお知らせ～
　伊豆市の『未来に向けてのまちづくり』を推進するため、市内各地域の会場で地区
懇談会を開催します。
　各地域の共通課題や将来の地域づくりのための考え方などについて、皆さんのご意
見をうかがい、今後の施策に役立てていきます。多くの皆さんの参加をお願いします。
　なお、日程と地域割りは、下記のとおりとなっていますので、お住まいの地域の会
場までご来場ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ／政策推進課☎（72）1187

旧湯ケ島小（宿、大滝、茅野、長野、西平、金山、持越、市山）

旧狩野小（上船原、下船原、青羽根、本柿木、大平柿木、松ケ瀬、

　　　　　　佐野、雲金、南修善寺グランドビレッジ）

旧大東小（堰、下尾野、向、大幡野、沢口、持越、天城高原、

　　　　　　丸野高原、徳永南、徳永東）

旧八岳小（地蔵堂、原保、菅引、中原戸、戸倉野、筏場、貴僧坊、

　　　　　　姫之湯）

旧月ケ瀬小（門野原、吉奈、月ケ瀬、田沢、矢熊）

旧大見小①（八幡、城、梶山、伊豆平パールタウン、中伊豆高原、

　　　　　　　 梅木、宮上、柳瀬）

旧大見小②（関野、元村、小川、西、清水、上和田、ニューライフ）

熊坂小（大沢、堀切、山田、熊坂、ニュータウン、かんぽ、瓜生野）

修善寺東小（大平、本立野、小立野、日向、加殿、田代、奥野）

修善寺南小（横瀬、駅前、柏久保、古川、牧之郷、大野、年川、        

　　　　　　　 富士見平、嵯峨、競輪学校）

修善寺小（紙谷、雇用促進、北又、湯舟、中里、大下、半経寺、   

　　　　　　セザール、下神戸、中神戸、上神戸、小坂、弁天町、

　　　　　　小山、南町、本町、遊覧町、桂町、芝山台、藤ヶ平）

旧土肥南小（小池、松原、西浜、上野、中島、長藤、大久保、下村、

　　　　　　　 中村、大木山、菅沼、坂ノ上、米崎、小峰、藤沢）

旧土肥小（大藪、中浜、平野、屋形、金山、馬場、水口、中村、 

　　　　　　横瀬、天金、新田、土肥団地、平石、浜、黒根、出口、

　　　　　　入谷）

8 月 6 日（火）

8 月 27 日（火）

8 月 26 日（月）

8 月 20 日（火）

8 月 19 日（月）

8 月 16 日（金）

8 月 15 日（木）

8 月 13 日（火）

8 月 12 日（月）

8 月 7 日（水）

8 月 30 日（金）

8 月 29 日（木）

8 月 28 日（水）

天城湯ケ島支所　多目的利用室

生きいきプラザ　第 1・2 会議室

修善寺南小体育館

熊坂公民館

白岩生涯学習センター

中伊豆ふれあいプラザ　
2 階多目的研修室

旧月ケ瀬小体育館

旧八岳小体育館

冷川中央公民館

天城小体育館

土肥支所　4 階集会室

土肥南体育館

修善寺小体育館

ところ対象小学校区（対象地区）とき

時間は全会場とも
19 時～ 21 時

内容／
●地域づくりや市政について市長との意見交換
●新たな地域づくり制度について
●その他
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お知らせ
大
切
な
飼
犬
を
迷
子
に
し
な
い
た
め
に

　

犬
が
迷
子
に
な
る
と
近
隣
の
皆
さ
ん
が
迷

惑
す
る
と
と
も
に
、
犬
も
交
通
事
故
な
ど
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
ま
た
犬
が
人
に
か

み
つ
く
事
故
も
あ
り
、
東
部
保
健
所
に
は
例

年
多
く
の
事
故
が
届
け
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

犬
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

○
す
ぐ
に
探
す

○
保
健
所
や
環
境
衛
生
課
に
届
け
出
る

問
合
せ
／

静
岡
県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
修
善
寺
支
所

☎
（
７２
）
２
３
１
０

大
仁
警
察
署
会
計
課
☎
（
７６
）
０
１
１
０

環
境
衛
生
課
☎
（
７２
）
９
８
５
７

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
保
健
所
で
保
護
さ
れ

　

た
犬
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

犬
を
迷
子
に
し
な
い
た
め
に

○
リ
ー
ド
や
首
輪
の
定
期
的
な
点
検

○
リ
ー
ド
な
し
で
散
歩
し
な
い

○
散
歩
の
途
中
で
リ
ー
ド
を
離
さ
な
い

○
鑑
札
や
注
射
済
票
の
装
着
ま
た
は
マ
イ
ク

　
ロ
チ
ッ
プ
の
埋
め
込
み

※
鑑
札
や
注
射
済
票
の
装
着
は
狂
犬
病
予
防

　

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

　

は
迷
子
札
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

　

ず
首
輪
な
ど
に
着
け
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札

　

は
犬
の
登
録
時
、
注
射
済
票
は
狂
犬
病
予

　

防
注
射
実
施
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま

　

た
皮
下
に
埋
め
込
む
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
も
お

　

勧
め
で
す
の
で
、
動
物
病
院
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
犬
譲
渡
に
つ
い
て 

　

ほ
と
ん
ど
の
迷
い
犬
は
飼
主
の
も
と
に
戻
り

ま
す
が
、
飼
主
が
見
つ
か
ら
な
い
犬
に
つ
い
て

は
性
格
や
健
康
に
つ
い
て
判
定
し
た
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
通
し
て
里
親
を
探
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
、
多
く
の

犬
た
ち
が
里
親
の
も
と
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

静
岡
県
東
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課　

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
１
０
２

環
境
衛
生
課
☎
（
７２
）
９
８
５
７

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
血
液
は
、
人

工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
で

き
る
期
間
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
絶
え
ず

皆
さ
ん
に
献
血
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
血
液
は
、
輸
血

を
中
心
と
し
た
医
療
に

役
立
って
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

８
月
２
日
（
金
）

９
時
３０
分
～
１２
時
、
１３
時
１５
分
～
１６
時

市
役
所
本
庁
駐
車
場

献
血
の
種
類
／
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml

そ
の
他
／
献
血
手
帳
、
献
血
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
７２
）
９
８
６
１

新
た
に
2
件
！

市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
6
月
28
日

に
次
の
２
件
の
文
化
財
を
新
た
に
指
定
し
ま

し
た
。

○
修
禅
寺
の
山
門

　

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

　

修
禅
寺
の
本
堂
や
山
門
は
、
文
久
３
年

（
１
８
６
３
年
）
２
月
の
火
災
で
焼
失
し
ま

し
た
。
本
堂
の
再
建
は
、
明
治
時
代
に
な
っ

て
か
ら
で
す
が
、
山
門
は
直
ち
に
再
建
に
取

り
か
か
り
、
半
年
後
の
８
月
に
は
無
事
完
成

し
ま
し
た
。

　

構
造
は
、
一
間
一
戸
、
切
妻
造
り
、
桟

瓦
葺
き
、
両
袖
塀
付
の
四
脚
門
で
す
が
、
全

国
的
に
山
門
は
、
鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
『
禅
宗
様
』
と
、
そ
れ
以
前
か
ら

の
建
築
様
式
で
あ
る

『
和
様
』
の
特
徴

を
併
せ
持
っ
た
『
折

衷
様
』
で
あ
る
の

に
対
し
、
こ
の
修
禅

寺
の
山
門
は
『
和

様
』
で
統
一
さ
れ

て
お
り
、『
純
和
様

四
脚
門
』
の
珍
し

い
建
造
物
で
す
。

○
指
月
殿

　

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

　

指
月
殿
は
、
北
条
政
子
の
子
息
で
あ
る
源

頼
家
公
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
伊

豆
最
古
の
木
造
建
築
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
指
月
殿
の
正
面
に
あ
る
石
碑
は
元
文
２

年
（
１
７
３
７
年
）
の
再
建
と
な
っ
て
い
ま
す
。

堂
内
の
部
材
に
施
さ
れ
た
若
葉
や
渦
な
ど
の

絵
様
彫
刻
に
見
ら
れ
る
趣
向
は
、
18
世
紀
ご

ろ
の
様
相
で
、
県
内
の
建
造
物
で
は
、
山
名

神
社
本
殿
（
森
町
、
享
保
17
年
（
１
７
３
２

年
））
や
油
山
寺
本
堂
（
袋
井
市
、
元
文
４

年
（
１
７
３
９
年
））
な
ど
と
比
較
し
て
も
元

文
２
年
こ
ろ
の
建
立
の
特
徴
が
よ
く
保
た
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
指
月
殿
の
名
称
で
す
が
、『
指
』

は
導
く
こ
と
、『
月
』
と
は
仏
教
の
真
髄
で
、

つ
ま
り
指
月
は
、
経
典
を
意
味
し
『
指
月

殿
』
は
経
堂
で
す
。

　

ま
た
、
修
禅
寺
の

宝
物
館
に
は
『
宋
版

放
光
般
若
経
（
県

指
定
文
化
財
）』
が

あ
り
、
そ
の
巻
末
に

は
、『
為
征
夷
大
将

軍
左
金
吾
督
源
頼

家
菩
提
尼
置
之
』

と
北
条
政
子
の
直
筆

で
書
き
添
え
た
も
の
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
年
7
月
１
日
現
在
、

国
指
定
が
３
件
、
県
指
定
が
２２
件
、
国
登
録

有
形
文
化
財
が
２３
件
、
市
指
定
文
化
財
は

77
件
と
な
り
、
市
内
に
あ
る
指
定
（
登
録
含

む
）
文
化
財
は
１
２
５
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
を
大

切
に
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
８３
）
５
４
７
８

お
知
ら
せ
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お知らせ
企
業
を
ア
ピ
ー
ル
！
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

後
期
バ
ナ
ー
広
告
の
募
集

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
客
や
移
住
希
望

者
な
ど
全
国
か
ら
月
２０
万
件
を
超
え
る
ア
ク

セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

掲
載
期
間
／
10
月
１
日
（
火
）
～
平
成
26
年

３
月
31
日
（
月
）

掲
載
料
／
１
枠
当
た
り
５
万
円

バ
ナ
ー
の
サ
イ
ズ
／
1
枠
当
た
り
縦
40
ピ
ク

セ
ル
、
横
２
０
０
ピ
ク
セ
ル

受
付
期
間
／
８
月
１
日
（
木
）
～
９
月
１３
日

（
金
）

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
７２
）
１
１
８
７

伊
豆
市
交
流
協
会　

英
会
話
教
室
参
加
者
募
集

　

伊
豆
市
交
流
協
会
で
は
、
外
国
人
講
師

に
よ
る
楽
し
く
気
軽
に
英
語
を
学
べ
る
英

会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
季
節
に
ち
な
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ス
／

初
級
：
中
学
英
語
で
楽
し
む
英
会
話

中
級
：A

dvanced Conversation Practice

期
間
／

9
月
3
日
～
平
成
26
年
2
月
４
日

毎
週
火
曜
日　
（
全
20
回
）

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

と
き
／
初
級
…
19
時
～
19
時
50
分

中
級
…
20
時
～
20
時
50
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ダ
ー
リ
ン
（
天
城
中
学

校
、
修
善
寺
中
学
校
在
勤)

参
加
料
／

会
員
５
千
円
、
非
会
員
８
千
円

対
象
／
楽
し
く
英
語
を
学
び
た
い
人

定
員
／
各
ク
ラ
ス
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
会
員
お

　

よ
び
市
民
を
優
先
）

申
込
み
／
8
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
次
の

①
～
⑤
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
伊
豆
市
交
流

協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
名
前
（
ふ
り
が
な
も
記
入
）、
②
住
所　

③
電
話
番
号
、
④
希
望
の
ク
ラ
ス

⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
会
場
変
更
な
ど
の

連
絡
網
と
し
て
使
用
し
ま
す
）

問
合
せ
／
伊
豆
市
交
流
協
会
事
務
局

☎
（
７２
）
９
９
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
９
９
０
９

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
参
加
者
募
集

　

専
門
の
指
導
者
の
も
と
マ
シ
ン
を
利
用
し
て

日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
足
腰
を
中
心
に
筋
肉

を
強
化
し
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。
歩

き
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
身
体

機
能
が
高
ま
り
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

○
中
伊
豆
温
泉
病
院
…
１４
時
３０
分
～
１６
時

○
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
…

　

１４
時
～
１５
時
３０
分

※
９
～
11
月
の
火
・
金
曜
日
（
全
24
回
）

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

そ
の
他
／
修
善
寺
駅
か
ら
無
料
送
迎
し
ま
す

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
７２
）
９
８
６
０

伊
豆
半
島
富
士
山
眺
望
サ
イ
ク
リ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

伊
豆
か
ら
望
め
る
富
士
山
と
自
然
溢
れ
た

魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
約
１
０
０
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

健
脚
自
慢
の
自
転
車
好
き
な
皆
さ
ん
、
一

度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
当
日
イ
ベ
ン
ト
】

開
催
日
／
９
月
８
日
（
日
）
※
雨
天
催
行

募
集
人
数
／
２
０
０
人

参
加
費
／
５
千
円 

（
申
し
込
み
時
に
支
払
い
）

そ
の
他
／
参
加
者
特
典
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
前
日
イ
ベ
ン
ト
『
富
士
山
眺
望
サ
イ
ク
リ

ン
グ
参
加
者
特
別
企
画
』】 

開
催
日
／
９
月
７
日
（
土
）
※
雨
天
催
行 

募
集
人
数
／
50
人

体
験
内
容
／
競
輪
学
校
宿
舎
見
学
、
４
０
０

ｍ
ピ
ス
ト
、
登
坂
走
路
な
ど

参
加
費
／
６
千
円
（
２
日
分
） 

※
申
し
込
み
時
に
支
払
い
、
７
日
の
み
の
参

　

加
は
で
き
ま
せ
ん
。

前
夜
祭
／
日
本
競
輪
学
校
の
滝
澤
正
光
校
長

と
参
加
者
に
よ
る
交
流
会
を
日
本
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
『
伊
豆
ベロ
ド
ロ
ー
ム
』
で
開
催

イ
ベ
ン
ト
申
し
込
み
方
法
／
専
門
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

（http://w
w

w
.sportsentry.ne.jp

）

※
携
帯
サ
イ
ト
対
応
あ
り

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
７２
）
９
９
１
１

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
務
員
の

臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員
／
１
人

就
業
場
所
／
本
庁
別
館

仕
事
内
容
／
補
助
事
業
、
被
害
箇
所
な
ど
の

現
地
確
認
お
よ
び
死
亡
鳥
獣
処
理
の
補
助

雇
用
期
間
／
９
月
９
日
（
日
）
～
平
成
26
年

３
月
31
日
（
月
）

勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分
の
７
時

間
45
分
（
休
憩
60
分
）

年
齢
／
不
問

休
日
／
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

賃
金
／
時
給
８
３
０
円

必
要
な
経
験
／
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・エ
ク
セ

ル
）が
使
え
る
人

必
要
な
免
許
・
資
格
／

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い
る
こ
と

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

そ
の
他
／

○
交
通
費
、
有
給
休
暇
は
、『
伊
豆
市
臨
時

　

職
員
等
の
身
分
取
扱
規
程
』
に
よ
る

○
原
則
、
兼
業
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
不
可

応
募
方
法
／
８
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
農
林

水
産
課
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

ま
た
は
郵
送

面
談
／
８
月
末
、
実
施
予
定
（
別
途
通
知
）

応
募
・
問
合
せ
／

農
林
水
産
課
☎
（
７２
）
９
８
９
３

〒
４
１
０
―
２
４
１
３　

伊
豆
市
小
立
野
２４
―
1

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

定
期
の
予
防
接
種
以
外

の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
補
助
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

対
象
者
／

　

伊
豆
市
に
住
民
票
を
有
し
、
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
履
歴
が
な
い
人
（
不
明
を
含
む
）

の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
同
居
家
族

②
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
す
る
女
性

助
成
額
／

○
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合

　

…
４
千
円

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
を

　

接
種
し
た
場
合
…
５
千
円

※
助
成
は
一
人
1
回
の
み
で
す
。

助
成
期
間
／
７
月
１
日
（
月
）
～

平
成
26
年
３
月
31
日
（
日
）

そ
の
他
／

○
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進

　

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
７
月
１
日
か
ら
７
月
１６
日
の
期
間
内
に
自

　

費
で
接
種
を
さ
れ
た
場
合
は
、
市
が
指
定

　

し
た
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
補
助
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
７２
）
９
８
６
１

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か
？

支
給
対
象
者
／

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

　

身
体
・
知
的
・
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度

の
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
人

《
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
》

　

身
体
・
知
的
・
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
し
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
・
児
童

※
た
だ
し
、
各
手
当
と
も
所
得
の
状
況
や
障

　

害
の
状
況
な
ど
に
よ
って
は
、
手
当
を
受
け

　

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
月
額
／

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》　

１
級 
５
０
４
０
０
円
、
２
級 

３
３
５
７
０
円

《
特
別
障
害
者
手
当
》
２
６
２
６
０
円

《
障
害
児
福
祉
手
当
》
１
４
２
８
０
円

支
給
日
／

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》　

４
月
・
８
月
・
１１
月
の
１１
日

《
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
》

５
月
・
８
月
・
１１
月
・
２
月
の
１０
日

※
現
在
、
各
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
人

（
所
得
状
況
に
よ
り
手
当
が
支
給
停
止
さ

れ
て
い
る
方
も
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
１１

日
～
９
月
１０
日
ま
で
の
間
に
、
所
得
状
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届

け
出
が
遅
れ
る
と
一
時
的
に
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
７２
）
９
８
６
３

ご
存
じ
で
す
か
？
重
度
心
身
障
害
者

（
児
）
医
療
費
助
成
制
度

　

左
記
の
対
象
者
は
、
医
療
費
助
成
金
受

給
者
証
の
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。　

対
象
者
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
内
部
障
害
３
級

③
療
育
手
帳
Ａ

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

①
～
④
の
い
ず
れ
か
の
障
害
を
お
持
ち
の
人

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
手
当
を
受

　

け
て
い
る
人

　

受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
る
と
、
医
療
機

関
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
に
支

払
っ
た
医
療
費
を
市
が
助
成
し
ま
す
。
た

だ
し
、
身
体
障
害
の
３
級
内
部
障
害
の
人

は
、
内
部
障
害
に
関
係
す
る
医
療
費
の
み

の
助
成
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
こ
の
制
度
の
対
象
者
と
な

っ
た
と
き
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
、
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
場
合
は
、
通

院
に
か
か
る
医
療
費
（
薬
局
分
含
む
）
の

み
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
カ
月
１
医
療
機
関
当
た
り

５
０
０
円
の
負
担
金
を
差
し
引
い
た
金
額
を

診
療
月
か
ら
約
４
カ
月
後
に
助
成
し
ま
す
。

（
薬
局
分
の
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
所
得
の
状
況
に
よ
り
助
成
が
受
け
ら
れ

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
社
会

　

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／

　

現
在
助
成
を
受
け
て
い
る
人
の
受
給
者

証
は
、
９
月
末
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。
更
新
の
案
内
は
追
っ
て
通
知
し

ま
す
。

　

な
お
、
更
新
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と

１０
月
以
降
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
７２
）
９
８
６
３

今
年
も
『
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま

つ
り
伊
豆
』
を
開
催

　

伊
豆
市
と
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
は
、
恒
例
と
な

っ
た
『
Ｔ
ｈ
ｉｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り

伊
豆
』
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
１１
月
２４
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
天
城
ド
ー
ム
お
よ
び
そ
の
周
辺

そ
の
他
／
出
店
者
の
募
集
に
つい
て
は
、
広
報

い
ず
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
７２
）
９
８
９
４

『
い
き
い
き
パ
ス
』、
定
期
券
・
回
数
券

の
新
規
販
売
場
所
に
つ
い
て

　

新
た
に
、
左
記
販
売
場

所
で
も
『
い
き
い
き
パ
ス
』、

定
期
券
・
回
数
券
が
購
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
規
販
売
場
所
／

新
東
海
バ
ス
修
善
寺
事
業
所
（
年
川
７０
―
１
）

営
業
時
間
／
９
時
～
１６
時
３０
分

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
７４
）
３
０
６
６

募

　
　集
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お知らせ
狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
活
用
し
よ
う
！

　

新
た
に
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
１
台
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

２
台
が
入
り
ま
し
た
‼

■
初
心
者
講
習
会
（
事
前
予
約
）

　

初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
必
ず
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
８
月
１９
日
（
月
）
１９
時
～

対
象
／
高
校
生
以
上

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
筆
記

用
具
・
運
動
の
で
き
る
服
装

定
員
／
１５
人

申
込
み
／
狩
野
ド
ー
ム
☎
（
８７
）
１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
（
申
し
込
み
不
要
）

と
き
／
8
月
27
日
（
火
）
14
時
～
17
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料
（
施
設
使
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、
タ
オ
ル
、
運
動

の
で
き
る
服
装

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ

ュー
の
相
談
、
筋
ト
レ
方
法

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
８３
）
５
４
７
７

求
職
者
・
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

市
内
求
人
情
報
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
内
求
人
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
市
役
所
内
・
市
内
公
立
保
育
園
で
の

掲
示
、
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で
の
放
送
を
行
って
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
役
所
内
な
ど
で
の

掲
示
は
毎
週
火
曜
日
更
新
、
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で
の

放
送
は
毎
週
水
曜
日
１２
時
３０
分
か
ら
の
番
組

『
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
』
で
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
求
人
情
報
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
掲
載
料
金
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
『
求
人
情

報
』
と
検
索
す
る
か
、
産
業
振
興
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
７２
）
９
９
１
０

平
成
25
年
度
青
少
年
の
健
全
育
成
に

か
か
わ
る
表
彰
候
補
者
募
集

　

市
で
は
、
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
に
開
催

す
る
『
伊
豆
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
』

の
中
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
一
層
推
進

さ
せ
る
た
め
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

善
行
の
各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
残

し
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

　

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
該
当
す
る

人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象
／

○
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
善
行
の
各
分

　

野
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
個
人
や
団
体

○
青
少
年
指
導
者
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
個

　

人
や
団
体　

推
薦
方
法
／
社
会
教
育
課
に
あ
る
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

に
つ
い
て
は
対
象
の
大
会
の
要
項
な
ど
を
必
ず

添
付
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／
表
彰
基
準
や
推
薦
書
様
式
な
ど
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
／
9
月
27
日
（
金
）
ま
で

候
補
者
の
決
定
／
教
育
委
員
会
で
決
定

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

参
加
無
料

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室
（
事
前
予
約
）

　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
は
、
1
日
約
１５
分
程
度
の

運
動
で
も
確
実
に
体
脂
肪
を
燃
や
す
効
果
を

得
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
徐
々
に
基
礎

代
謝
が
高
ま
る
の
で
、
普
段
か
ら
体
脂
肪
を

燃
焼
さ
せ
や
す
い
体
質
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
つ
ま
り
太
り
に
く
い
体
が
で
き
上
が
っ
て

く
る
の
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
重
さ
５
０
０ｇ
か
ら
１・５

㎏
の
ダ
ン
ベ
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
体
操
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き
／
９
月
２
日
（
月
）、
10
月
３
日
（
木
）

９
時
30
分
～
10
時
30
分
程
度

と
こ
ろ
／
狩
野
ド
ー
ム

講
師
／
大
路 

環
さ
ん
（
健
康
体
操
指
導
士
、

腰
痛
ケ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員
／
20
人

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
着
替
え

申
し
込
み
方
法
／
前
日
（
土
日
、
祝
日
を
除

く
）
の
17
時
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
８３
）
５
４
７
７

み
ん
な
で
歌
お
う
！
『
唱
歌
』
斉
唱
教
室

　

み
ん
な
で
懐
か
し
の
童
謡
、
唱
歌
を
歌

い
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
歌
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

と
き
／

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

　

10
月
7
日
（
月
）
13
時
30
分
～
15
時

○
斉
唱
教
室　

10
月
28
日
、
11
月
25
日
、　

　

12
月
16
日
、
平
成
26
年
1
月
27
日
、

　

２
月
17
日
（
月
）　

　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
一
般
成
人
40
人
程
度

参
加
費
／

２
５
０
０
円
（
５
０
０
円
×
5
回
分
）

※
テ
キ
ス
ト
の
無
い
人
は
テ
キ
ス
ト
代
と

　

し
て
別
途
１
０
５
０
円
を
い
た
だ
き
ま

　

す
。

そ
の
他
／

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参
加
費

用
の
徴
収
、
講
座
の
進
め
方
の
説
明
、

体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

○
教
材
の
手
配
が
あ
り
ま
す
の
で
オ
リ
エ

　

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
な
い
人
は

　

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
テ
キ
ス
ト
は
昨
年
度
と
同
じ
も
の
を
使

　

用
し
ま
す
。

講
師
／
杉
山 

晴
美
さ
ん
、　

野
田 

美
保
子

さ
ん
（
伴
奏
）

申
込
み
／
電
話
に
て
社
会
教
育
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
８３
）
５
４
７
６

猟
期
で
な
い
の
に
、
山
中
で
猟
師
さ
ん

と
出
会
い
ま
し
た
。
狩
猟
が
で
き
る
の

で
す
か
？

　

 

『
有
害
鳥
獣
捕
獲
』
は
実
施
で
き
ま
す
。

　

通
常
の
猟
期
は
、
11
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
で
す
が
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
、

自
然
植
生
な
ど
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る

場
合
は
、
法
律
に
基
づ
き
猟
期
以
外
で
も
許

可
を
得
て
『
有
害
鳥
獣
捕
獲
』
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
地
元
の
猟
友
会
員
を
中

心
に
編
成
し
た
『
伊
豆
市
有
害
鳥
獣
捕
獲

隊
』
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
『
銃
』
や

『
わ
な
』
で
『
有
害
鳥
獣
捕
獲
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

捕
獲
に
従
事
す
る
隊
員
は
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
市
が
交
付
し

た
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
作
業
は
、
安
全
対
策
に
十
分
配
慮
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
万
一
の
事
故
防
止

の
た
め
、
山
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
山
に
入

る
際
は
、
目
立
つ
服
装
や
音
の
出
る
も
の
を

身
に
着
け
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

郷
土
資
料
館
だ
よ
り 

⑤

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
特
別

展
示
『
描
か
れ
た
霊
峰
富
士
』

　

当
館
で
は
、
こ
の
度
の
富
士
山
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、
日
本
画

家
の
安
田
靫
彦
・
川
合
玉
堂
、
油
彩
画

家
の
小
島
善
太
郎
、
修
禅
寺
第
三
十
八

世
丘
球
学
老
師
な
ど
、
修
善
寺
ゆ
か
り

の
人
々
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
富
士
を
題

材
と
し
た
作
品
を
展
示
・
公
開
し
ま
す
。

夏
休
み
に
合
わ
せ
た
企
画
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
家
族
連
れ
で
観
賞
く
だ
さ
い
。

☆
主
な
展
示
作
品

『
富
士
』
安
田
靫
彦 

絹
本
墨
画
淡
彩 

一
幅

『
不
二
』
安
田
靫
彦 

紙
本
着
色 

一
幅

『
不
盡
山
』
安
田
靫
彦 

絹
本
着
色 

一
幅

『
武
蔵
富
士
図
』
川
合
玉
堂 

絹
本
着
色    

　

一
幅
（
個
人
蔵
）

『
富
士
』
小
島
善
太
郎 

油
彩
画 

一
額

（
個
人
蔵
）

『
富
士
山
図
』
丘
球
学 

一
幅
（
修
禅
寺
蔵
）

『
富
士
画
賛
』
高
橋
泥
舟 

一
幅
（
個
人
蔵
）

今
月
の
こ
の
一
点
！ 

『
富
士
山
図
』
丘
球
学 

修
禅
寺
蔵

　

丘
球
学
老
師（
１
８
７
７
～
１
９
５
３
）

は
、愛
知
県
岡
崎
市
に
生
ま
れ
、丘
宗
潭

の
法
を
嗣
ぎ
、大
正
４
年
に
修
禅
寺
第

三
十
八
世
住
職
に
就
任
し
ま
し
た
。
四

国
八
十
八
カ
所
の
全
霊
場
の
土
を
持
ち

帰
り
、
修
善
寺
で
桂
谷
八
十
八
カ
所
を

開
い
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
学
問
に
も
精
通
し
書
画
に
も
秀
で
、

多
く
の
墨
跡
や
禅
画
を
残
し
ま
し
た
。

　

本
図
は
、
和
歌
一
首
の
な
か
に
絵
文

字
と
し
て
富
士
の
絵
を
描
き
こ
ん
だ
作

品
で
す
。
雲
ひ
と
つ
な
い
雪
化
粧
し
た

富
士
の
姿
を
擬
人
的
に
詠
み
込
ん
だ
も

の
で
、
富
士
に
対
す
る
老
師
の
優
し
い

ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

 

展
示
期
間
／

８
月
２
日
（
金
）
～
８
月
28
日
（
水
）

休
館
日
／
木
曜
日

開
館
時
間
／
９
時
～
16
時

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎（
７２
）１
９
３
４

　今月の表紙は、7 月 9 日（火）
に土肥こども園児５０人が土肥
海水浴場で行った海遊びです。
　この日はまさに海日和！海に
入った園児たちはおおはしゃぎ
で海遊びを楽しみました。また、
この日のために保護者の皆さん
も駆け付け園児たちをサポート。
　約1時間の海遊びはあっとい
う間に終わり、まだまだ遊び足
りない様子の園児たちでした。

今月の表紙
編
集
後
記

　
災
害
へ
の
日
ご
ろ
の
備
え
を
し
て
い
ま
す

か
？
今
回
、
防
災
の
特
集
を
編
集
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
地
震
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
地
震
か
ら
生
き
残
る
た
め
に
、
家
具
の

固
定
や
配
置
の
見
直
し
、
家
の
耐
震
化
な

ど
、
で
き
る
対
策
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
き
残
っ
た
後
の
た
め
に
、
非
常
持

ち
出
し
品
や
備
蓄
食
料
の
点
検
・
補
充
も

大
切
で
す
。

　
わ
が
家
で
は
、
ま
ず
古
く
な
っ
た
備
蓄
食

料
の
処
分
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
…
。

　
　
　
　
　  

　
広
報
担
当
　
木
口
・
山
田

ＱA

募

　
　集

▲「空はれて雲の帯せぬときにこそ　うちとけかほの（富士の絵）のしら雪」
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

福井 敬太ちゃ
ん

　　 ふくい   けいた　
　　

（柏久保）

藤井 結璃ちゃん

　

　
ふじい     ゆいり　　　

（土肥）

池田 まひるちゃ
ん

　 いけだ　　　

（湯ケ島）

朝倉 早耶ちゃん

　  あさくら     さや　　　

（修善寺）

瀬川 雅ちゃ
ん

　       せがわ みやび
　　

　

（修善寺
）

梅原 舞花ちゃ
ん

　   うめはら  まいか　
　　

（梅木）

白井 祐好ちゃん

　　 しらい    ゆずき　　
　

（修善寺）

福井 脩太ちゃん

　

   ふくい    しゅうた　　　

（牧之郷）

大村 昊生ちゃ
ん

　  おおむら こうせい　
　　

（青羽根）

稲村 瑞希ちゃん

　
  い

なむら  みずき　　　

（熊坂）

▲本来の武道精神を忘れず、礼節のある楽しいけいこ

尚武館（空手）
尚武館の歴史は古く、昭和48年ごろにさかのぼり、

しばらくして少年部が併設されました。
けいこは、毎週火曜日、修善寺東小学校で19時～

20時まで行っています。そのほかに昇級審査会が年
２度ほどあります。
大会出場も、そのときのレベルに応じて、できる限

り多くの体験をさせてあげたいと思っています。

平成25年
7月1日現在 ●男 16,163人 （－9）●女 17,609人 （－32）　●計 ３３，772人（－41）　●世帯数 13,４79世帯（－10）

2013 . 8 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2013／H25
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

 1 　　　  2　 3 4 5 　　　　6　　　 7 

 8 9 10 11 12 　　　 13          14     

  15           16           17          18           19          20          21            

  22           23           24          25　　    26          27          28          

  29          30           

●胸部・胃・大腸がん検診
（大野公民館）
●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）
●胸部・胃・大腸がん検診
（駅前コミュニティー会館）

●地区対抗ソフトボール大会
（中伊豆グラウンドほか）

●子宮頸がん・乳がん検診・
骨密度検診
（天城湯ケ島支所）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●子宮頸がん・乳がん検診
（生きいきプラザ）

●伊豆市総合防災訓練 
（市内各所）

●胸部・胃・大腸がん検診
（生きいきプラザ）　　　

●胸部・胃・大腸がん検診
（熊坂公民館）
●子宮頸がん・乳がん検診
（生きいきプラザ）

●胸部・胃・大腸がん検診
（駅前コミュニティー会館）
●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター)

●胸部・胃・大腸がん検診
（牧之郷公民館）
●子宮頸がん・乳がん検診・
骨密度検診（土肥支所） 
●修善寺図書館休館

敬老の日

●修善寺図書館開館

●胸部・胃・大腸がん検診+
特定健診（修善寺総合会館） 
●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

●胸部・胃・大腸がん検診
（牧之郷公民館）
●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●胸部・胃・大腸がん検診
（狩野ドーム）
●胸部・胃・大腸がん検診
（丸山スポーツ公園）

●胸部・胃・大腸がん検診
（狩野ドーム）
●市民課窓口延長（本庁）

●子宮頸がん・乳がん検診
（中伊豆交流センター）
●胸部・胃・大腸がん検診
（天城湯ケ島支所）
●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●胸部・胃・大腸がん検診+
特定健診（天城湯ケ島支所）
●胸部・胃・大腸がん検診
（小下田ふるさとセンター）

●胸部・胃・大腸がん検診
（生きいきプラザ）

秋分の日

月9

●市・県民税第2期…………………………………………… 2日
●上下水道料金（天城・中伊豆・土肥）   ……………… 25日
●土肥地区温泉料金………………………………………… 25日
●国民健康保険税第3期 …………………………………… 30日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・23日～30日
● 虹 の 郷 … 3・10・17・24日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／19日（木）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
土肥支所☎（98）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
中伊豆支所☎（83）1111

人権相談
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／10日（火）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／10日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／30日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／14日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）、各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

9月
休日当番医

 1日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902 
 8日 中島病院（松ケ瀬）☎（87）0333 
 15日 つちやクリニック（伊豆の国市田京）☎（77）1511 
 16日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎（76）3201 
 22日 大仁クリニック（伊豆の国市大仁）☎（76）2556 
 23日 南雲整形外科クリニック（柏久保）☎（72）3111 
 29日 西脇内科（伊豆の国市大仁）☎（76）3712

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園子育て支援センター） 毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週月・火曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週水・木・金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　8日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  4日・18日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　14日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　12日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　21日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 12日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　14日(土)10時30分～11時

9

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

7日～29日の毎週土曜日　地引き網体験／土肥
16日～　伊勢エビ漁解禁／土肥
21日　修褝寺弘法市／修禅寺境内
29日～11月15日　温泉街菊花まつり／修善寺温泉街　　　　　
　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

7日～29日の毎週土曜日　地引き網体験／土肥
16日～　伊勢エビ漁解禁／土肥
21日　修褝寺弘法市／修禅寺境内
29日～11月15日　温泉街菊花まつり／修善寺温泉街　　　　　
　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

7日～29日の毎週土曜日　地引き網体験／土肥
16日～　伊勢エビ漁解禁／土肥
21日　修褝寺弘法市／修禅寺境内
29日～11月15日　温泉街菊花まつり／修善寺温泉街　　　　　
　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883



みんなの掲示板みんなの掲示板

❖田方消防本部
普通救命講習Ⅱ（参加無料）

　伊豆市における作品展も今年で、15回目を迎
えます。一昨年は、市内のお子さんが全国展で
最優秀賞を受賞しました。
　今年もたくさんの応募をお待ちしています。
対象／市内の小学生
募集内容／絵画、書写（1人各1点まで）
※テーマは自由ですが、未発表の個人作品に限
　ります。
応募方法／各小学校を通じてご応募ください。
※各小学校には、募集を案内しています。
応募期限／9月13日（金）
展示日・表彰式／12月8日（日） 小川公民館
※応募全作品を展示します（全員に参加賞を贈
　呈）。また、優秀作品は全国展に出展されます。
主催／ＭＯＡ美術館
（公益財団法人岡田茂吉美術・文化財団）
後援／伊豆市、伊豆市教育委員会ほか
問合せ／作品展事務局　鈴木☎090(3307)3764

❖今年で15回目！ＭＯＡ美術館
伊豆児童作品展作品募集

■航空学生
　応募資格／高校卒（見込み含む）21歳未満　
　受付期間／8月1日（木）～9月6日（金）
　採用試験日／9月21日（土）
■一般曹候補生
　応募資格／18歳以上27歳未満
　受付期間／8月1日（木）～9月6日（金）
　採用試験日／9月16日（月・祝）
■自衛官候補生
　応募資格／18歳以上27歳未満
　受付期間／8月1日（木）～9月6日（金）
　採用試験日／〇男子：9月16日（月・祝）
　　　　　　　〇女子：9月22日（日）

※応募資格の年齢は、いずれも平成26年4月1
　日現在とします。
問合せ／自衛隊静岡地方協力本部
三島募集案内所☎055（989）9111

❖若い力を国のために！自衛官募集
防衛省自衛隊の各種試験のご案内

　精神障害を共に学び、交流し、支え合いましょう。
日程・内容／全4回（内容が変更する場合あり）
①9月5日（木）13時30分～16時
　オリエンテーション、家族の対応の仕方と地
　域での生活について、グループワーク
②9月12日（木）13時30分～16時
　薬との付き合い方、グループワーク
③9月19日（木）13時30分～16時
　当事者の講話、家族会の紹介、社会資源の紹
　介、グループワーク
④9月26日（木）13時30分～16時
　こころの病気について理解する、グループワーク
ところ／県東部総合庁舎別館2階婦人センター
対象／東部保健所管内(伊豆市ほか)在住で、こ
ころの病気（主に統合失調症）を患っている人
のご家族（原則4回すべてを受講できる人）
申込み・問合せ／県東部健康福祉センター
福祉課☎055（920）2087

❖家族のための精神保健福祉講座
（県東部健康福祉センター主催）

　放送大学では、世界遺産となった富士山の景
観、自然などの環境的意義、富士山の保全管理、自
然保護など、富士山を取り巻く諸分野を探究する
『富士山学』を構築するとともに、これらの知識に
裏付けされた地域リーダーの養成を目指します。
とき／〇1日目：9月7日（土）両日10時富士駅出発
〇2日目：9月8日（日）両日18時富士駅解散
※宿泊と日帰りが選択できます。
ところ／県立富士山麓山の村
（富士宮市粟倉2745）
内容／富士山に関する講義、樹木の管理体験、
森林散策ハイキングなど
対象／放送大学生および一般県民
費用／宿泊3,000円　日帰り1,260円
その他／8月17日（土）までに放送大学へお申
し込みください。詳細はお問い合わせください。
問合せ／放送大学静岡学習センター
☎055（989）1253

❖『富士山学』構築と地域リーダー
育成プロジェクト（放送大学）

採用人数／1人
要件／平成26年3月に学校教育法による高等学
校を卒業する見込みの健康な人
受験資格／日本国籍を有し、地方公務員法第16
条の欠格条項に該当しない人
試験日／1次試験:9月22日(日)
2次試験:10月中旬～下旬
試験場所／田方消防本部
(伊豆の国市白山堂327-1)
申込み／8月12日(月)までに田方消防本部総務
課へ申込書など必要書類を提出してください
（土日除く）。申込書は田方消防本部総務課およ
び各消防署にあります。
問合せ／田方消防本部総務課☎（76）5590

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法、止血法などの講習を行います。
とき／9月7日（土）9時～13時
ところ／田方消防本部　3階研修室
（伊豆の国市白山堂327-1）
対象・募集人数／伊豆市、函南町、伊豆の国市の
在住者または在勤者　先着50人
申込期限／8月31日（土）
申込み・問合せ／田方中消防署☎（76）0119
田方北消防署☎055（978）0119
田方南消防署☎（74）0119
田方南消防署西出張所☎（98）0119

❖平成26年４月１日採用
田方地区消防組合消防官募集

❖夏だ！！プールでお祭りさわぎ
ふれっぷ夏祭りにご来場ください
とき／8月25日（日）12時～18時
ところ／中伊豆室内温水プール
内容／
○ステージ発表（14時～）
　HIP・HOP（教室メンバー）、新体操の発表（ミ
　ラクル）、一輪車（伊豆八岳一輪車クラブ）、
　だいこん踊り（東京農業大学水泳チーム）、
　フラダンス（伊豆SSフラチーム）、
　和太鼓演奏（伊豆総合高等学校郷土芸能部）
○模擬店
　ヨーヨーすくい、バザー、手作り小物グッズ、
　手作りお菓子、ビーズアクセサリ、
　まりちゃんコロッケ
○体験会（12時～14時）
　ノルディックポール遊び、ミサンガ作り、
　フラダンス　ストレッチポール
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖明徳寺東司まつり
青年相撲大会出場チーム募集！
　毎年、白熱した取り組みが行われる相撲大会
に仲間と一緒に参加しませんか。
とき／8月29日（木）17時30分  
ところ／明徳寺境内
出場資格／市内在住または在勤で18歳以上の
健康な男性（5人1チーム、マネージャー1人）
※人数がそろわない場合はご相談ください。
※大会前に選手講習会に参加してください。
出場特典／優勝賞金10万円、準優勝3万円のほ
か個人賞があります。
申込方法／8月9日（金）までにお申し込みくだ
さい。詳細は電話または公式ブログでお問い合
わせください。
※先着順で８チームになり次第、締め切ります。
申込み・問合せ／どすこい天城大相撲実行委員
会　実行委員長　津田☎090（2181）5373
公式ブログは…　どすこい天城大相撲　　　検索



❖『上田彦次郎 昭和30年ごろの
伊豆・箱根写真展電車』

　生活・就業・法律の相談会です。職業紹介や求
職登録、弁護士による親権や養育費などの相談
に応じます。
とき／８月20日（火）9時30分～16時
ところ／伊東市役所２階中会議室
費用／無料（託児あり：要予約）
申込み・問合せ／母子家庭等就業・自立支援セン
ター☎054(254)1191へ
※当日の受け付けも可能ですが、予約が優先と
　なります。

　すみれの会は、自死で大切な人を亡くされた
皆さんが、ありのままを語り合い、お互いに支え
合う場です。
とき／8月10日（土）13時30分～16時
ところ／サンウェルぬまづ　2階中会議室
（沼津市日の出町1-15）
内容／自死遺族が集い、思いを語り合う
その他／参加無料、申し込み不要です。当日、会
場までお越しください。
問合せ／県精神保健福祉協会☎054（202）1220

種目／ミックスダブルス
Ａクラス一般、Ｂクラス初中級レベル
とき／ 8 月18日（日）9時～　※雨天中止
ところ／狩野川公園テニスコート（オムニコート）
参加料／ 1 組 3,000 円（高校生以下 2,000 円）
申込み・問合せ／ 8 月 16 日（金）必着で、下
記へ郵送または加盟団体にお申し込みください。
〒410-2411 伊豆市熊坂 66　
伊豆市テニス協会　足立 仁　☎（72）1909

❖ひとり親家庭のための
出張個別相談会

❖医療技術や医療機器を一般公開！
メディメッセージ2013（入場無料）

❖ファミリー映画上映会（入場無料）
田方地区労働者福祉協議会主催

❖第5回伊豆市ミックスダブルス
テニス選手権 出場者募集

　テーマは『がん』『脳卒中』『心筋梗塞』。手術
室や内視鏡室を再現した空間で医師が模擬手
術を行うほか、検査機器の操作などを体験でき
ます。また、医療分野における地域の取り組み
や開発製品についても紹介します。
とき／8月31日（土）、9月1日（日）
両日ともに10時～16時30分
ところ／キラメッセぬまづ
問合せ／メディメッセージ2013実行委員会事務
局（ファルマバレーセンター）☎055（980）6333

とき／9月7日（土）14時～（13時30分開場）
ところ／『アクシスかつらぎ』伊豆の国市長岡総
合会館　大ホール
上映作品／『ロラックスおじさんの秘密の種』
（東宝・ユニバーサルスタジオ）
その他／入場無料、申し込み不要です。当日、会
場までお越しください。
問合せ／田方地区労働者福祉協議会映画担当
（労金田方支店・佐野）☎(76)5111

　日本大学国際関係学部図書館所蔵の、写真家
上田彦次郎氏（修善寺出身）が撮影したガラス
乾板写真を、伊豆箱根鉄道駿豆線の電車内で展
示しています。懐かしい風景をご覧ください。
展示／8月19日（月）まで駿豆線1編成(3両)車
内のポスター掲出部分にて展示しています。
問合せ／〇電車の運行に関すること…
　伊豆箱根鉄道(株)鉄道部☎055（977）1207
〇展示写真に関すること…日本大学国際関係
　学部図書館事務課☎055（980）0858

　駿豆学園の利用者やスタッフをはじめ、地域
の皆さん手作りによる『納涼祭』です。夏の涼を
楽しみに、ぜひお出掛けください。
とき／8月31日（土）18時～21時
ところ／駿豆学園グラウンド
（雨天時は駿豆学園食堂・訓練棟）
内容／盆踊り、打ち上げ花火、模擬店（焼きそ
ば、かき氷、カレーライス、アメリカンドック、焼
き鳥、ヨーヨー、わたがし、焼きトウモロコシ）
問合せ／駿豆学園☎（99）0248

　名古屋税関では、終戦後に外地より引き揚げ
てこられた皆さんが、税関などに預けた通貨や
証券などをお返ししていますが、今なお引き取
り手がなく、保管されたままになっているもの
が多数あります。返還請求・お問い合わせは、ご
本人はもとより、ご家族でも構いません。お心
当たりの人は、お気軽にお問い合せください。
問合せ／名古屋税関監視部監視通関部門
☎052（654）4060
清水税関支署沼津出張所☎055（933）5811

❖駿豆学園『納涼祭』に
お出掛けください

❖県精神保健福祉センター
薬物依存・アルコール依存相談

❖終戦当時、引揚者の方々からお預り
した通貨・証券などを返還しています

　経験豊富な相談員が相談に応じます。ご自身
やご家族だけで悩まず、ご相談ください。
■薬物依存相談
　相談日／原則、毎月第1・4月曜日
　13時～17時（前週の金曜日までに要申込み）
■アルコール依存相談
　相談日／原則、毎月第2・4月曜日
　13時～17時（前週の金曜日までに要申込み）
申込み・問合せ／県精神保健福祉センター
☎054（２８６）９２４５　※まずはお電話ください！

【三島市】
❖三島夏まつり
とき／8月15日（木）～8月17日（土）
ところ／三嶋大社～広小路
内容／〇15日：山車とシャギリの日
　　　（山車シャギリ大会、大文字焼きなど）
〇16日：伝統芸能の日（頼朝公旗挙げ行列、農
　兵節パレード、手筒花火など）
〇17日：踊りの日（流鏑馬、みしまサンバパレー
　ド・踊り大会など）
問合せ／三島夏まつり実行委員会
☎055（971）5000

【函南町】
❖in狩野川　かんなみ猫おどり
とき／8月3日（土）15時～20時30分
※予備日8月4日（日）
ところ／函南町肥田簡易グラウンド
内容／函南町名物、猫おどり！ダンスコンテスト
『猫じゃ２コンテスト』、誰でも猫メイク（無料）、
飲食店コーナー、花火大会など
その他／駐車場がありませんので、無料シャト
ルバス（JR函南駅、函南町役場、伊豆箱根鉄道
伊豆仁田駅発着）をご利用ください。
問合せ／かんなみ猫おどり実行委員会事務局
（函南町観光協会内）☎055（978）9191

問合せ／関東電気保安協会伊豆事業所☎（72）6631

❖自死遺族支援に関する相談
『東部わかちあい』すみれの会
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